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古くから大陸文化を受け入れる窓口として栄えてきた福岡市には、数多くの

文化財が存在しています。福岡市教育委員会では、開発に伴いやむを得ず失わ

れていく埋蔵文化財について、事前に発掘調査を実施し、記録による保存に努

めているところです。

本書で報告いたします箱崎遺跡群は、筥崎宮を中心に発達したところで、

「博多」と並ぶ、中世の国際貿易都市といえます。この調査では、多数の輸入

陶磁器や鋳造関係の遺物など貴重な発見が相次ぎました。

本書が市民の皆様．の埋蔵文化財に対するご理解を深める一助となりますとと

もに、学術研究の分野で役立つことができれば幸いに存じます。

平成10年3月31日

福岡市教育委員会

教育長町　田　英　俊



▲

▲

▲

言

1・本書は、福岡市東区箱崎3丁目地内の道路建設に伴い、福岡市教育委員会が1996（平成8）年11

月11日から1997（平成9）年3月31日にかけて発掘調査を実施した箱崎（はこざき）遺跡群第10次

調査の報告書である。

2．遺構の呼称は記号化し、建物→SB、溝→SD、井戸→SE、土坑→SK、その他→SX、ピッ

ト→SPとした。遺構番号はピット以外を種類に関係なく連番とした。ピットは別に番号を付けた。

3．本書に使用した遺構実測図は長家仲、瀬戸啓泊、藤野雅基、中野美穂子、西山めぐみ、田上勇一

郎が作成した。遺物実測図は田中克子、平川敬泊、橋本幸樹、甲斐田嘉子、森部順子、田上が作成

した。また、製図には田中、木村良子、丸井節子、田上があたった。

4．本書に使用した写真は田上が撮影した。

5・本書に使用した標高は海抜高である。

6．本書に使用した方位は磁北である。本地城では真北に対し6。20′西偏する。

7・出土した陶磁器の分類は「博多出土貿易陶磁分類表」（福岡市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告

Ⅳ－博多－福岡市埋蔵文化財調査報告書第105集別冊　福岡市教育委員会1984）による。

8．出土した動物骨について鹿児島大学の西中川駿氏に玉稿を頂いた。

9・本書の執筆はⅣを除いて田上が、編集は田上が行なったO

lO．本調査にかかわるすべての遺物．記録類は、福岡市埋蔵文化財センターにおいて、収蔵・公開さ

れる予定である。

調 査 番 号 9 6 4 6 遺 跡 略 号 H K Z － 1 0

調査 地地籍 東区箱崎 3 丁 目地内 分布地図番号 箱崎　 3 4

開 発 面 積 16，250㎡ 調査対象面積 1，850㎡ 調 査 面 積 1，020㎡

調 査．期 間 1996年 （平成 8 年）11月11日～1997年 （平成 9 年） 3 月3 1日
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Ⅰ　は　じ　め　に

1．調査にいたる経緯

1995年（平成7年）7月24日付文書（土筥第62号）で、土木局筥埼連続立体開発事務所から埋蔵文

化財課へ、福岡市東区箱崎3丁目～原田2丁目における都市計画道路箱崎阿恵線道路整備事業に関す

る埋蔵文化財事前調査願が提出された。当該地のうち、箱崎3丁目地内が箱崎遺跡群の範囲にかかる

ため、埋蔵文化財課では、1995年（平成7年）8月1日と1996年（平成8年）4月23日・5月8日に

試掘調査を行ない、1850㎡について発掘調査が必要である旨を回答した。その後の協議により発掘調

査を実施することとなり、1996年11月11日より1997年3月31日まで調査を行なった。整理作業と報告

書の刊行は1997年度（平成9年度）に行なった。

2・調査の組織

発掘の調査・整理にあたっての組織は以下の通りである。

調査委託　福岡市土木局筥崎連続立体開発事務所

調査主体　福岡市教育委員会　教育長　町田英俊

調査総括　埋蔵文化財課　　　課長　　荒巻輝勝　　第2係長　山口譲治

調査庶務　埋蔵文化財課第1係　　　　内野保基

調査担当　埋蔵文化財課第1係　　　　浜石哲也　杉山富雄　榎本義嗣　（試掘調査）

埋蔵文化財課第2係　　　　田上勇一郎　（本調査）

調査補助　瀬戸啓治

調査作業　石橋テル子　今別府序子　岡部静江　金子国雄　金子澄子　唐島栄子　境フジ子

酒井康恵　坂田武　杉村百合子　高崎秀巳　高田勲　辻美佐江　中野美穂子　永松伊都子

永松下ミ子　西山めぐみ　布江孝子　日尾野典子　藤野雅基　森本勇夫　吉住政光

整理補助　田中克子　平川敬治

整理作業　木村良子　丸井節子　甲斐田嘉子　森部順子

また、本調査の開始から報告書刊行にいたるまで次の方々にご指導をいただいた。記して感謝の意

を表したい。（敬称略・順不同）

西中川駿（鹿児島大学）、中橋孝博（九州大学）、櫻木晋一（下関大学）、中山光夫（日本鉱業史研究

会会員）

3．調査地点の立地と環境

箱崎遺跡群は博多湾東岸に形成された南北に長い砂丘上に立地する。この砂丘上には箱崎遺跡群の

ほかに堅粕遺跡、吉塚遺跡、吉塚本町遺跡、吉塚祝町遺跡が知られている。

今回調査した箱崎遺跡群は砂丘の北端にあたり、旧糟屋郡に属する箱崎から旧那珂郡に属する馬出

にかけての地域に所在する。中心には923年創建の筥崎宮が鎮座する。西は博多湾に臨み、東を多々

良川の支流、宇美川により画されている。北側は多々良川の河口があるが、かつてはここから筥崎宮

の東側まで海が深くはいり込み、「箱崎ノ津」と呼ばれる筥崎宮の私港があった。

筥崎宮は921年（延喜21年）、太宰府観世音寺の巫女に八幡大菩薩の託宣があり、それによって、923

年（延長元年）に、穂波郡にあった大分宮を現在の地に遷座．創建したものである。その理由として、

－1－



Fig・1箱崎遺跡群の位置（1／25，000）

－2－



八幡大菩薩の重要行事の一つ放生会の最適地であること、新羅の来冠を防ぐことなどがあげられてい

る。1140年（保延6年）、筥崎宮・香椎宮などの神人らが太宰府以下屋舎数十家屋を焼き払う事件が

発生、筥崎宮は香椎宮とともに太宰府の府領となる。1151年（仁平元年）には太宰府宮人による筥埼

・博多の大追捕があり、宋大王昇の後家をはじめ千六百家の資材物を運び取り、筥崎宮にも乱入して

いる。これらは筥崎宮と太宰府、日宋貿易との関係を物語る事件である。1274年（文永11年）、元冠

により筥崎宮は消失している。1587年（天正15年）には、豊臣秀吉は島津氏攻略の帰途、筥崎宮を本

陣とし、箱崎桧原で茶会を催している。

考古学的な調査は1983年の地下鉄2号線（箱崎線）建設に先がけて実施されたのが最初であり、現

在まで13次にわたり調査が行なわれている。

これまでの調査で時期的に遡るのは6次調査で出土した石斧で、縄文時代晩期から弥生時代初頭に

属するものと考えられるが、中世の遺構から出土しているため、この時期から人々が生活していたか

どうかは確実性に乏しい。

確実に生活痕跡が認められるのは8次調査で発見された古墳時代初頭の竪穴住居と土坑である。イ

イダコ壺が多数出土しており、博多湾で漁業を営む集団が生活していたようである。

奈良時代の遺構・遺物は今回の10次調査で土師器の甕が出土しているにとどまる。これは近代の井

戸の堀方から出土したもので、明瞭な生活痕跡を示すものではない。

筥崎宮の創建のころの遺構としては、2次調査で検出した10世紀後半の溝くらいで、現在のところ

不明である。

11世紀後半ごろから遺構．遺物が増加する。多量に出土する輸入陶磁器から、博多とともに箱崎が

対外貿易の拠点であったことが裏付けられている。

2次調査地点では1274年の文永の役による火災の後の整地と見られる整地層が発見されている。

14世紀から15世紀の頃、筥崎宮周辺の1次、2次、3次調査地点などでは定型化した集落が形成さ

れはじめ、この頃、筥崎宮の門前町として栄えたようである。

今回の10次調査地点は、箱崎遺跡群の北部の東端にあたる。標高は3．8m～2．5mで、東に緩やかに

傾斜している。道路を隔てた向かい側には6次調査地点が所在する。

Tab．1　箱崎遺跡群調査一覧

調査次数 調査年 所　 在　 地 調査原田 文　 献

第 1次調査 1983年 馬出 2丁 目、5 丁目地内 地下鉄建設 市報193集 （1988）

第2 次調査 1986年 箱崎 1丁 目18－32外 福岡県柏屋総合庁舎建設 県報79集 （1987）

第3 次調査 1990年 箱崎 1丁 目2731－1、4 共同住宅建設 市報262集 （1991）

第4 次調査 1990年 箱崎 1丁 目2761 筥崎宮放生池掘削 市年報V o1・4 （1991）

第5 次調査 1991年 箱崎 1丁 目25、27 共同住宅建設 市報273集 （1992）

第6 次調査 1994年 箱崎 3丁 目8－31 共同住宅建設 市報459集 （1996）

第7 次調査 1994年 箱崎 1丁 目2711外 4 筆 共同住宅建設 市報459集 （1996）

第8 次調査 1996年 箱崎 1丁 目2549－1外 共同住宅建設 未報告

第9 次調査 1996年 箱崎 1丁 目193511 共同住宅建設 市幸防50集 （1998）

第10次調査 1996年 箱崎 3丁 目地内 道路建設 本書

第11次調査 1997年 箱崎3 丁 目3264－3 病院建設 未報告

第12次調査 1997年 箱崎 1丁 目2606－3－1 個人住宅建築 未報告

第13次調査 199埜 馬出 5丁 目520、521 共同住宅建設 未報告
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Fig・2　箱崎遺跡群調査地点位置図（1／5，0∞）
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Ⅱ　調査の記録

1．調査の経過

調査地は20mXlOOmの細長い道路予定地で、現在使用されている道路と民家の間にある。そのた

め、道路と民家の間に生活道路の確保が必要となり、未調査区を残したり、生活道路を切り替えたり

することになった。また、調査地内に排土を置く必要があったため、5区画にわけて調査を行なうこ

ととした。各調査区を西からⅠ区．Ⅱ区．・・Ⅴ区と名付けた。調査区全体には予定道路の軸に沿った2

m方眼のグリッドを設けることとし、名称を北から南へA・B・・・J、西から東へ1．2・・・48とした。

グリッドの南北方向の軸は磁北に対して30。37〝東に振れている。

1996年11月11日、発掘調査機材を搬入し、11月18日、Ⅰ区から表土除去に着手した。予想以上の遺

構密度の濃さと遺物の量に予定していた期間をオーバーして12月23日に調査を終了し、25日に埋め戻

しを完了した。年が明けて、1月7日、Ⅱ区の表土除去を開始した。Ⅱ区の西半の北側ではマンショ

ンの建設が行われており、そのための資材や器械の置き場の関係から北半が調査できず「L」字型の

調査区となった。1月24日に調査を終了し、1月30日までにⅡ区の埋め戻しと、Ⅲ区の表土除去を行

なった。Ⅲ区は遺構確認面まで浅く、また、遺構の密度もあまり濃くなく、順調に調査が進み2月13

日に終了し、2月15日までに埋め戻した。この間、2月3日にマンションの建設業者と協議し、2月

17日から3月12日まで、未調査になっていたⅡ区西半の北側部分の調査ができることになり、Ⅵ区と

名付け、V区と平行して調査することにした。2月17日から20日までV区とⅥ区の表土除去を行ない、

V区では砂丘の東の落ち際を確認し、Ⅵ区ではⅡ区で半分調査した井戸3基の反対側と、さらにそれ

と切り合う井戸3基を調査した。3月10日までにⅥ区、16日までにⅤ区の調査を終え、埋め戻した。

Ⅳ区は3月20・22日に表土除去を行ない、24日より調査を開始した。水道管やガス管が入っており、

調査が困難であったが、28日には調査を終了、29日に埋め戻しを完了させた。31日には柵を張り直し、

発掘機材を撤収し、調査をすべて完了した。

2・調査の概要

調査地点は東西に長く、場所により状況が異なるが基本的に現在の整地土を除去すると暗褐色砂質

土があり、これを下げると黄褐色の砂が現れる。この砂が現れる面で遺構の検出を行なった。現地表

面は東に緩やかに傾斜しているが、砂の面は土24グリッド周辺の標高2．8甲を最高に東西に緩やか

に傾斜する。西側のⅠ－1グリッド、東側の土44グリッドで標高2．6mを測る。また、F～土45～48

グリッドには、この遺構検出面より下に12世紀前半の遺物包含層が形成されている。この包含層を取

り除くと、I－47グリッドで、標高0．5mまで下がる。

遺構は建物1棟、溝15条、井戸24基、土坑222基、馬の埋葬土壌1基、馬の骨と人骨が集積した遺

構1基、ピット多数を検出した。12世紀から近代までの遺構がある。中世の遺構．遺物は12世紀後半

のものがほとんどであり、発掘区の西側に集中する。13世紀代の遺物は数えるほどしか出土していな

い。中世後期の遺構は、溝といくつかの土坑が見られる程度である。近世・近代になると発掘区中央

から東にかけて遺構が増加する。

今回の報告では紙面の関係から近世の遺構にはふれることができず、中世の遺構についても主なも

のしか掲載することができなかった。個別に説明できなかった遺構については遺構全体図と遺構一覧

表を参照されたい。
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調査区位置図（1／1，000）

PL．1　調査区全景（東から）
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PL，2　Ⅰ区全景（東から）

PL．3　Ⅱ区全景（北から）
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PL．4　Ⅲ区全景（南から）

PL．5　Ⅳ区全景（東から）
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PL．6　V区全景（西から）

PL．7　Ⅵ区全景（北から）
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3．発見された遺構と遺物

（1）建物

本調査では多数のピットを検出したが建物とし

てまとめることができたのは1棟だけであったO

SB51

F・G－2～4で1×2間分確認したO扇平な

礫を礎板とするが、礫のレベルは一定ではない。

SD23に切られる。出土遺物がなく、はっきりし

ないが、12世紀代の建物と考えている。

PL．8　SB51（西から）

⑲
∈

卒
1－一

2－8m

三　　　一、、、－－這一
0 1m

Fig．8　SB51（1／40）

5ib

二

も

（2）溝

溝は15条確認した。このうちSD23、SD74、SD82とSD50、SD84、SD158、SD193、SD194はそれぞ

れほぼ一直線になり、2本の平行した溝となる。また、ほぼ現在の地割に沿っている。これらは12～

13世紀代の土坑を切り、近世以降の土坑に切られている。

SD23

G－1～6、H－6・7で確認した東西方向の溝で、12m確認した。西側は発掘区外に伸び、東側

はSK75と重複して途切れる。SK75との切り合いはつかめなかった。幅は0．3m前後と狭く、深さは0・2

mである。SKO4、SK08、SK17、SK21、SK25、SK27、SK46、SK49、SK62を切る。9は中国陶器C群

の壺である。濃い暗緑色の不透明釉が内面、外面ともにかかる。10は龍泉窯青磁碗V類である。その

ほか岡安窯系青磁碗、糸切りの土師器坏や鞴の羽口などが出土している。16世紀ごろの溝と考えられ

る。

SD50

E．F－3～12で19m確認した東西方向の溝でSD23と平行する。東側は末調査地を隔ててSD84に

接続するものと見られる。幅は0・5～1．7m、深さは0．2m前後である。SK251、SK254、SK256を切る0

11は口禿の白磁碗である。12は龍泉窯系青磁碗Ⅱ類である。13は中国陶器B群の壺である。上半2分

の1を欠損する。そのほか龍泉窯系青磁碗Ⅰ類、Ⅱ類、岡安窯系青磁碗、白磁碗、白磁水注、東播系

捏鉢、瓦質擂鉢、瓦などが出土している。16世紀ごろの溝と考えられる。

－14－



SD53

F－3～7で確認した溝である。SD50に切られる。幅1・6～2．5m、深さ0．3m前後である。糸切り

の土師器坏、青磁碗・皿、白磁碗・皿、瓦などが出土している。はっきりしないが13世紀ごろの溝と

考えられる。

SD74

H－8～13で確認した東西方向の溝である。全長9・4m、幅0・6～0．8m、深さ0・1m前後である。

SK78、SK87、SElO7、SElO8、SElO9、SK258、SK262を切る。糸切りの土師器坏．皿、龍泉窯系青磁

碗Ⅰ類、同安窯系青磁碗、白磁碗、中国陶器C群の捏鉢、土鍋、瓦が出土している。12世紀後半代の

遺物が多いが、切り合いや覆土の状況から16世紀前後の溝と考えられる。

SD82

H－13～28で確認した東西方向の溝である。SD84と平行している。東側は発掘区外に伸びる。途中

途切れるが、30m確認した。幅0．5～1．0m、深さ0．2～0．3mである。SK81、SK88、SK89、SK129を

切り、SK90、SK136に切られる。糸切りの土師器坏・皿、龍泉窯系青磁碗Ⅱ類、白磁碗・皿、瓦など

が出土している。1～3は土師器の皿である。12世紀後半代の遺物が多いが、16世紀前後の溝と考え

られる。

SD糾

F－15～23で16m確認した東西方向の溝で、SD82と平行して走る。西側は発掘区外に伸びるがSD50

に接続すると思われる。ヘラ切りの土師器坏、糸切りの土師器坏．皿、龍泉窯系青磁碗Ⅱ類、同安窯

SD23 SD23 SD50．53

A　　　　　　2．8m B　　　　218m　　」；

「二γ　　－てγ

SD74　　　　　　　　　　　SD74

2．8m F

SD82

218m G

SD50

SD50

2，6m D　　　　　　　　2．6m

－ア

SD82

2・8m H　　　　　　　　　　　　　　3・Om

‾C　‾⊂7　て二二7－　てこ＝γ
SD糾

－一一く＝）＞一一

SD158

2・8m　　　　　」

0　　　　　　　　　1m
1．土⊥一　一1　　　　　　5

SD158

2．8m K

「コ／
SD194

216m M 2．2m

〆て二二7‾

Fig．9　溝断面図（1／40）
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SD23　灰褐色土　炭化物、焼土含む
SD50　灰暗褐色砂質土　炭化物、焼土含む
SD53　灰暗褐色砂質土　炭化物、焼土含む
SD74　灰褐色粘質土　しまりなし、砂粒、

焼土、炭化物含む
SD82　暗褐色砂質土　炭化物含む
SD84　暗褐色砂質土
SD158　暗茶褐色砂質土
SD193　暗茶褐色砂質土
SD194　暗茶褐色砂質土



PL．9　SD23（東から）

PL．11SD82・84（東から）

系青磁碗、白磁碗．皿、瓦器椀などが出土してい

る。4は土師器の皿である。12～13世紀の遺物が

多いが、16世紀前後の溝であると考えられる。

SD158

F－23～28で10m確認した東西方向の溝である。

東側は発掘区外に伸びる。撹乱を受けてはっきり

しないが、幅1．0m前後、深さ0．3mである。後述

（58ページ）の帽銭が出土している。そのほかに

龍泉窯系青磁碗Ⅰ類、白磁碗、瓦質擂鉢、火合、

瓦、糸切りの土師器の坏などが出土した。5～7

は土師吉の坏である。白っぽい胎土、薄手の作り

で、他の遺構で出土した土師器とは明らかに異な

る。搬入品であろう。大内系の土器か。16世紀ご

ろの溝と考えられる。
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PL．10　SD74（西から）

PL112　SD158（西から）

PL・13　SD50出土遺物（約1／4）
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SD193

D～F－33～44で22m確認した東西方向の溝である。撹乱が多く、規模がつかみにくいが、幅1．5～

2・3m、深さ0・3～0・4mである。撹乱に切られているが東側はSD194に接続すると思われる。SE197、

SE204、SK222を切り、SK182、SK183、SD221、SK229、SK230、SK231に切られる。8は土師器の皿

である。14は龍泉窯系青磁碗で見込みに印花文を施す。外底には朱で円を書く。15．16は李朝の粉青

沙器である。内面に目跡がある。一そのほか龍泉窯系青磁碗Ⅱ類、岡安窯系青磁碗、白磁碗・皿、備前

の措鉢、糸切りの土師器坏・皿、瓦などが出土した。16世紀ごろの溝と考えられる。

SD194

D・E－46・47で2m確認した東西方向の溝で、東側は発掘区外に伸びる。幅0・7m、深さ0・2mで

ある。SK185に切られる。陶器の甕と瓦が出土した。撹乱に切られているが、SD193と同一の16世紀

ごろの溝と考えられる。
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（3）井戸

井戸は合計24基検出した。うち、6基が近世から近代にかけての井戸であり　SE187をのぞけばす

べて瓦組の円形井戸であった。SE187も瓦が抜き取られたものであろう。中世の井戸はⅡ・Ⅵ区とV

区に集中して発見された。井筒が確認できなかったSE73を除くとすべて円形の木桶を据えている。

SE73

Ⅰ・J－7．8で検出した。南側は発掘区外に伸び、北側は撹乱を受けている。SE77を切る。径2．6

mほどの円形の堀方である。井筒は確認できなかったが、土層より径1mほどの円形の井筒であった

ことがわかる。糸切りの土師器坏・皿、龍泉窯系の青磁碗．皿、岡安窯系の青磁碗、白磁碗．血、瓦
（

器椀などが出土している。17は高台付の土師器皿である。18は白磁平底皿である。19は龍泉窯系青磁

の小鉢で、外面に鏑達弁文を施す。出土遺物から13世紀後半の井戸と考えられる。

PL．14　SE73（北から）

⊇三

；1－－－－－「．1　5　－　　　　　　　　　8

Fig112　SE73出土遺物（1／3）
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化物少量含む

Fig．11SE73（1／60）

SE77

H～J－8・9で検出した。南側は発掘区外に伸び、西側は撹乱を受ける。SK87、SK125を切り、SE

73に切られる。径3mほどの円形の堀方に径50cmの円形の木桶を据える。糸切りの土師器坏・皿、

龍泉窯系の青磁碗、岡安窯系の青磁碗．皿、白磁碗．皿、青白磁合子、瓦器椀などが出土している。

20は井筒内から出土した高台付の土師器皿である。21は鏑達弁の龍泉窯系の青磁碗である。22は白磁

碗Ⅳ類の鹿部で、高台内側に墨書があるが、破片のため判読できない。出土遺物から13世紀前半の井

戸と考えられる。
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評

PL・15　SE77（北から）

〆⊥i
0

」［口i．⊥－一元ir…　　　ノ

Fig．14　SE77出土遺物（1／3）

、一一一ノ　　0　　　　1m
LⅠ1－－．－i　　5

Fig．13　SE77（1／60）

SE107．108．109・239．260．263

F～H－8～11で6基の井戸を検出した。この部分はⅡ区とⅥ区にわけて調査したところである。

Ⅱ区調査時にSElO7、SElO8、SE109の3基を確認し、切り合いから　SE107が一番新しく、SE109が一

番古いということがわかった。この3基は北側に伸びるため、Ⅵ区調査で、残りを調査する予定であっ

た。しかしⅥ区ではその場所に撹乱が広がり、その下から新たにSE239、SE260、SE263の3基の井

戸が切り合って検出され、新旧関係が一部不明瞭になってしまった。新たに見つかった3基の切り合

いはSE239が一番新しく、SE263が一番古い。また、SE239はSE109を切っている。さらにⅡ区調査

時の土層の状況から、SE260より　SE107のほうが新しいということが確認できる。

SE107はG・H－910に位置し、径3mほどの円形の堀方に径60cmの円形の木桶を据える。堀方

の北側のプランはSE260、SE263と同時に掘り下げてしまったので不明である。糸切りの土師器坏・

PL・16　SE107・108．109・239・260・263（左：北から・右：東から）
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Fig．16　SE107出土遺物（1／3）

10cm
土．　－　．　－　5　　　　　　　　－－－2

皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗．皿、高麗青磁碗、白磁碗・皿、土鍋、石鍋などが出土してい

る。23は井筒内から、24は堀方から出土した土師器の血である。どちらも鹿部は糸切りで、24には板

状圧痕がみられる。25は龍泉窯系青磁碗で外面に鏑達弁文を施す。井筒内出土。26．27は岡安窯系青

磁皿である。28は中国陶器C群の捏鉢である。内面は使用により摩耗している。出土遺物から13世紀

後半の井戸と考えられる。

SE108はG・H－9～11に位置する。径3・5mほどの円形の堀方の中央に径50cmの円形の木桶を据

えている。桶の実測前に発掘区壁が崩落したので正確な記録が取れなかった。北側をSE107に、上

部の一部をSD74に切られている。糸切りの土師器坏・皿、龍泉窯系青磁碗．皿、岡安窯系青磁碗、

白磁碗、東播系の捏鉢、土鍋、瓦器椀、天日碗などが出土した。29は龍泉窯系青磁皿で内面に櫛指で

花文を施す。30は東播系須恵器の担鉢である。出土遺物から12世紀末葉から13世紀初頭の井戸と考え

られる。

SEl09はG．H－8．9に位置する。SElO7、SElO8、SE239に切られており、規模は明らかでない

が、3～3．6mほどの円形の堀方で、径65cmの円形の木桶を据えている。SE108と同じく、桶の実測

－20－



2・8m

PL118　SE108（上：南から．下：西から） Fig．17　SE108（1／60）

－

－
－ ■ 一一一て≡C ＼、F 0

1
30

Fig．18　SE108出土遺物（1／3）

前に発掘区壁が崩落したため、正確な記録が取れていない。糸切りの土師吉坏・皿、龍泉窯系青磁碗、

同安窯系青磁碗・皿、高麗青磁碗、白磁碗、東播系須恵器の捏鉢、瓦器椀などが出土している。31は

同安窯系青磁皿である。32は井筒内から出土した完形の白磁碗Ⅵ類でる。見込みは輪状に釉を掻き取

る。高台の内側に3文字墨書があり、「一大（花押）」と読める。出土遺物から12世紀後半の井戸と考

えられる。

SE239はF．G－8．9に位置する。SE109、SE260を切る。長軸2・9mの楕円形の堀方に径60cmの

円形の木桶を据えている。堀方の西側にはテラスを2段付ける。糸切りの土師器坏・皿、龍泉窯系青

磁碗、同安窯系青磁碗、越州窯系青磁碗、白磁碗、白磁皿、土鍋、瓦器椀などが出土している。33は

白磁碗の鹿部で、高台内側に墨書がある。「誌」と読める。34は白磁平底皿である。出土遺物から12

世紀後半の井戸と考えられる。
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PL19　SE109（西から）

Fig．19　SE109（1／60）

PL．21SE239（南から）

PL．20　SElO9出土遺物（約1／3）

Fig．20　SE109出土遺物（1／3）

Fig．21SE239（1／60）

－22－

2・6m

Fig．22　SE239出土遺物（1／3）
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Fig124　SE260出土遺物（1／3）
0　　　　　1m
し田口i l

Fig－23　SE260．263（1／60）

SE260はF．G－9に位置する。SE263を切る。SElO7、SE239に切られており、全容は明らかでない。

径60cmの円形の木桶を井筒とする。糸切りの土師器坏．皿、同安窯系青磁碗・皿、白磁碗、土鍋、

瓦器椀などが出土した035は同安窯系青磁皿である。出土遺物から12世紀後半の井戸と考えられる。

SE263はG－9．10に位置する。SElO7、SE260に切られ、井筒しか検出できなかった。井筒は径

65cmの円形の木桶である。陶器片が出土したのみで時期ははっきりしないが、12世紀の井戸であろ

う。

SE156

C・D－22～24で検出した。北側は近世の井戸SE135に切られる。径3mほどの円形の堀方に、径70

cmの円形の木桶を井筒に据える。糸切りの土師器坏・皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗、白磁

碗・皿、青白磁合子身、瓦器椀などが出土した036は堀方から出土した青白磁合子身である。出土遺

物から12世紀後半の井戸と考えられる。

PL，22　SE156（北から）

③。。？
10cm

ト　ー　．1－　－　　5　　　　　－－－－　Ⅰ

Fig．26　SE156出土遺物（1／3）
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Fig25　SE156（1／60）



PL．23　SE180（東から）

0　　　　　　　　　　　　1m
」　　．　土．　土　　　　　　　　　　1

Fig－28　SE180出土遺物（1／3）
Fig．27　SE180（1／60）

SE180

C・D－43．44に位置する。南側は撹乱を受けており、堀方径は不明であるが、推定径2．5mの円形

であろう。井筒は西側は残っていなかったが、径70cmの木桶を据えている。糸切りの土師器坏・皿、

青磁碗、白磁碗・皿、土鍋、瓦器椀などが出土した。37は土師器坏である。鹿部は糸切りで、簾状圧

痕がつく。出土遺物から12世紀後半の井戸と考えられる。

SE196．202．203

C・D－40～42に位置する。北側は近

代の井戸SE175．176187に切られる。

長軸4．2m以上の楕円形の堀方に3基の

井筒を据えている。東から196・202．203

である。井筒はいずれも木桶で、SE196

が径50cm、SE202が径60cm、SE203は残

りが悪いが径55cmである。糸切りの土

師器坏・皿、中国陶器A群の盤、白磁碗、

PL24　SE196・202・203（北から）

－24－

Fig129　SE196・202・203（1／60）
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Fig．30　SE196．202出土遺物（1／3）

土鍋、瓦器椀などが出土している。38～42は土師器の皿である。38．39がSE196の井筒出土、40～42

がSE202の井筒出土である043はSE202の井筒出土の土師器の坏であるO　出土遺物から12世紀前半

の井戸と考えられる。

SE197・204

D・E－42～44に位置する。東側は撹乱を受ける。3．3mほどの円形の堀方に径60cmと70cmの円形

の木桶を2つ据える。東がSE197、西がSE204であるO糸切りの土師器坏．皿、龍泉窯系青磁碗、

同安窯系青磁碗・皿、白磁碗、土鍋、瓦器椀などが出土した。44は堀方から出土した土師器の皿、46

はSE197の井筒から出土した土師器の坏、45・47はSE204の井筒から出土した土師器の皿と坏であ

る。出土遺物から12世紀後半の井戸と考えられる。

PL．25　SE197・204（南から）

45

10cm

Fig・31SE197・204（1／60）

l1－1－　5　　　＝二∃

Fig．32　SE197．204出土遺物（1／3）

SE198・205

G・H－41～43に位置する。東側はSK188に切られる。東がSE198、西がSE205である。井筒は円

形の木桶でSE198が径60cm、SE205が50cmである。SE205の井筒底は礫が充填されていた。48は

SE205堀方出土の岡安窯系青磁皿で、鹿部に墨書がある。SE198から糸切り甲土師器坏、青磁皿、白

磁碗、口禿の白磁など、SE205から糸切りの土師器坏・皿、龍泉窯青磁碗、岡安窯青磁皿、白磁碗な

どが出土した。同時に掘り下げてしまったが、SE198が13世紀後半、SE205が12世紀後半の井戸と考

えられる。
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PL126　SE198・205（南から）

Fig133　SE198・205（1／60）

PL．27　SE205出土遺物
（約1／3）

SE235

Ⅰ－33・34に位置する。南側は発掘区外に伸びる。配水管が横切るた

めに途中までしか調査できず、井筒は不明である。径3．3mの円形の堀

方である。土師器皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗、白磁碗が出土

している。49は土師器の皿である。鹿部は糸切りである。出土遺物から

12世紀後半の井戸と考えられる。

一二二：‥ヲ三三

庖
10cm

0　－＿一一一口　5　－－　　一二！－

Fig・34　SE205

出土遺物（1／3）

Fig・35　SE235（1／60）　　　　　　　　　Fig・36　SE235出土遺物（1／3）
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（4）土坑

土坑は222基検出した。調査区西側に密に分布する。12世紀から13世紀と近世以降の時期がほとん

どである。西側に12世紀から13世紀の土坑が多く、近世以降の土坑はA～J－22より東に限られるO

SKOI

H－3に位置する長軸1・7m、短軸1．4m、深さ

0・8mの楕円形土坑であるO SK06、SK16、SK22

を切る。土師器坏・皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯

系青磁碗・皿、白磁魂．水注、中国陶器A群の盤、

C群の捏鉢、土鍋などのほか、鋳型、取瓶といっ

た鋳造関連の遺物が出土している。50～65は土師

器の皿で、すべて鹿部糸切りである。55．62・65

を除いて板状圧痕がつく。口径は8．5cm～10．4cm

で平均9．3cm、器高は1．2cm～1．6cmで平均1．3cm

である066～77は土師器の坏で、すべて鹿部糸切

PL－29　SKOl（上：南から．下：北から）

uJ9．Z

、　．－

1m
古二二っ　－－一　一　三　　　　　一一一一一」

11暗褐色砂質土　炭化物、焼土ブロック多量含む
2．暗褐色砂質土1より暗い　炭化物、焼土含む
3－灰褐色砂質土　炭化物、焼土含む
4．黒色土　炭化物、暗灰白色粘土ブロック含む
5・暗灰褐色砂質土　炭化物、焼土含む
6．時茶褐色砂

7．黒色土　炭化物を多くと灰白色粘土ブロックを含む
8．時茶褐色砂

Fig．37　SKOl（1／30）
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りである。74を除いて板状圧痕がつく。口径は14．6cm～16・5cmで平均15．6cm、器高は2・6cm～3．5cm

で平均3・2cmである。78は土師器の高台付皿、79は土師器の高台付坏である。80は青白磁合子蓋であ

る。81．82は岡安窯系青磁皿で81は外鹿部の釉を掻き取る。82は鹿部外面下半は露胎である。83～86

は岡安窯系青磁碗で外面下半は露胎である。86は小ぶりの碗で、青みがかった灰白色の釉がかかる。

出土遺物から12世紀後半の遺構と考えられる。

・　　●
●　　・　　　　●

●　●

・・

●・・●●●・・　・

6　　　　7　　　　8

＝一一一　一一51

⊂＝コ　　52

9　　10　　11　　12　　13　　14　　15

Fig・38　SKOl出土土師器法量グラフ

一一二一一　　　糾

F
55

一言三ク3

－57
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〒∃∈式

16　　17　　18　口径
cm

＼こ一二っ∈二二プ5。　∈∈≡∃≡≡≡ヲ£

∈一∃≡≡美。∈

琶≡慧；三三鶉1∈＝「去三篭

一三＝三文一三‾

1T． 10cm
11　－　－　－　2　　　　　　　二」

Fig・39　SKOl出土遺物1（1／3）
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Fig・40　SKOl出土遺物　2（1／3）

『≡≡≡≡巨甕

0　　　　　　　　　　　10cm
4－11　－　1i一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

PL・30　SKOl出土遺物（約1／3）
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SKO2

H1－1．2に位置する長軸2．0m、短軸1．4m、深さ0．9mの楕円形土坑である。SKO7、SK52、SK

68、SK69を切り、SKO6、SK67に切られる。多量の完形に近い土器・陶磁器が廃棄されていた。土師

1m
L一一一⊥一一一一一一一⊥一一一一一一一⊥一一一一一一」一一一　Ⅰ　　　　　　　　　　！

土　暗褐色砂質土　炭化物、焼土多く含む
2．灰褐色砂質土　炭化物を多くと焼土、暗灰色粘土ブロックを含む
3．黒色土　炭化物、焼土合む
4．暗茶褐色砂
5．茶褐色砂
6．黒色土　炭化物、焼土含む
71灰茶褐色細砂

Fig・41SKO2（1／30）

PL．31SKO2（南から）
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93
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Fig142　SKO2出土土師器法量グラフ
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100

121

16　　　17　　　18
口径
cm

一　一一一　一　二言三Z7
101

一一二，一三⊇竺二三

一一二一二　　一1糾

106

ミ≡‡：≡≡⊆三三莞7

Fig．43　SKO2出土遺物1（1／3）
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器坏．皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗、白磁碗・高台付皿、中国陶器A群の盤、C群の捏鉢、

土鍋、砥石などのほか、鋳型、取瓶、炉壁といった鋳造関連の遺物が出土している。87～114は土師

器の皿で、すべて鹿部糸切りである。103を除いて板状圧痕がつく。口径は8．5cm～10．0cmで平均9．

8cm、器高は1．1cm～1・8cmで平均1．4cmである。115～149は土師器の坏で、すべて鹿部糸切りである。

115・121．147．149を除いて板状圧痕がつく。121には簾状圧痕がつく。口径は14．0cm～16．2cmで平

均15．7cm、器高は2．5cm～3．5cmで平均2．9cmである。150・151は土師器の高台付坏である。152は青

白磁合子身である。153は高台付白磁皿である。1糾．155は白磁碗である。1別の高台内側にはかすか

に墨書が見られ、「誌」と読める。言縁をわずかに欠く。156・157は龍泉窯系青磁碗である。157は口

縁を一部欠くが接合してほぼ完形まで復元できた。158は岡安窯系青磁碗である。接合して完形になっ

た。159は土鍋である。出土遺物から12世紀後半の遺構と考えられる。

PL・32　SKO2出土遺物（159：約1／5・他：約1／3）
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Fig．44　SKO2出土遺物2（1／3）
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SKO4

G・H－1．2に位置する径1・7m、深さ0．7m

の円形土坑である。東側上部は撹乱を受ける。SK

46を切り、SD23に切られる。土師器坏．皿、龍

泉窯系青磁碗、同安窯系青磁碗．皿、白磁碗・皿、

中国陶器A群の盤、B群の四耳壺、土鍋などのほ

か、鋳型、取瓶、炉壁といった鋳造関連の遺物が

出土している。160～167は土師器の皿で、すべて

鹿部糸切りで板状圧痕がつく。口径は9．0～10．0cm

で平均9．3cm、器高は1．0～1・7cmで平均1．3cmで

PL．33　SKO4（上：南から・下：西から）

9　　　10　　　11　　12　　　13　　　14　　　15

Fig．46　SKO4出土土師器法量グラフ

1m

2・8m

ⅲ9．Z

11　－－－」1．　5　　　　　　　　　　一」

1．灰褐色土
2．暗褐色砂質
3．暗茶褐色砂
4．暗灰褐色砂
5．暗茶褐色砂
6．暗灰褐色砂
71暗褐色砂質
8．暗褐色砂質
91暗灰褐色砂
10・黄褐色砂
11・暗褐色砂質
12．灰褐色砂質

土　炭化物、焼土含む

質土　炭化物、焼土含む

質土　4より暗い
土　炭化物、焼土
土　炭化物多く含
質土　炭化物、焼

多
炭化物
く含む

焼土多く含む

む

土、黄灰色粘土ブロック含む

土　炭化物含む
土

Fig．45　SKO4（1／30）

PL34　SK04出土遺物（約1／5）

口径
cm
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Fig147　SKO4出土遺物（1／3）

ある。168～173は土師器の坏で、すべて鹿部糸切りで

板状圧痕がつく。口径は14．2～15・4cmで平均14．9cm、

器高は2・7～3．1cmで平均2・9cmである。174は土鍋で

ある。出土遺物から12世紀後半の遺構と考えられる。

SKO5

Ⅰ．J－1に位置する。西側と南側は発掘区外に伸び、

規模不明であるが円形土坑であろう。深さ0．8mを測

る。糸切りの土師器坏．皿、龍泉窯系青磁碗、同安窯

系青磁碗・皿、白磁碗．皿、土鍋などが出土した。175

PL．35　SKO5（東から）

－35－

0　　　　　　　　　　　1m
1　－　1　－　　－　i　　　　　　一一一　　　　5

土暗褐色砂質土　砂粒粗い　炭化物を多くと焼土を含む
2．暗灰褐色砂質土　炭化物、暗黄白色粘土ブロックを多

くと、焼土を含む

3・暗褐色砂質土　炭化物を多くと焼土を含む
4．暗褐色砂質土　砂粒粗い
5・暗灰褐色砂質土　2より暗い　炭化物、暗黄白色粘土

ブロック含む

6・暗褐色砂質土　炭化物、焼土、茶褐色砂含む
7．暗灰褐色砂質土　5より暗い　炭化物、焼土合む
8．暗褐色砂質土　炭化物、焼土、灰色粘土ブロック含む
9．暗灰色砂

Fig．48　SKO5（1／30）
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0　　　　　　　　　　　　10cm
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Fig．49　SKO5出土遺物（1／3） PL・36　SKO5出土遺物（約1／3）

は岡安窯系青磁皿である。鹿部下半露胎である。176は龍泉窯系青磁碗である。内面に深い片切彫り

で蓮花文を措く。出土遺物から12世紀後半の遺構と考えられる。

SKO6

H1－2・3に位置する。北側上部に撹乱を受けるが、残存部で長軸1．4m、短軸1．2m、深さ0・9

mの楕円形土坑である。SKO2、SK16、SK56を切り、SKOlに切られる。土師器坏・皿、龍泉窯系青磁

碗、岡安窯系青磁碗、白磁碗、中国陶器A群の盤、東播系須恵器の控鉢、瓦器椀、砥石などのほか、

鋳型、取瓶、鞴の羽口、炉壁といった鋳造関連の遺物が出土している。177～189は土師器の皿で、す

ベて鹿部糸切りである。186

を除いて板状圧痕がつく。口

径は8．2～10．6cmで平均9・1cm、

器高は0・9～1．4cmで平均

1．2cmである。190～193は土

師器の坏で、すべて鹿部糸切

りで板状圧痕がつく。190・

191と192・193の大小2種類

あるO　小さい方の口径は14．4

～14．6cm、器高は3．0cmであ

る。大きい方の口径は15．6

～15・7cm、器高は2．6～2・8cm

であるO出土遺物から12世紀

後半の遺構と考えられる。

－36－

0　　　　　　　　　　　　1m
L一一一一一」一一一一一一一一一旦一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ユー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」一一一i　　　　　　　　　－1

Fig．50　SKO6（1／30）
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PL・37　SKO6（北から）
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Fig151SKO6出土土師器法量グラフ

＝一一　一　－183

古妻テ一二プ1糾

∈185
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∈．87

⊂壺8。
Fig．52　SKO6出土遺物（1／3）

一一一。そ‥

＝＝亮

SKO8

F．G－1・2に位置する。西側は発掘区外に伸びるが径1．1m程度の円形土坑になろう。深さは0・7

mである。SK09を切り、SD23に切られる。土師器坏．皿、龍泉窯系青磁碗．皿、岡安窯系青磁碗、

白磁碗、白磁合子蓋、中国陶器A群の盤、B群の四耳壺、C群の捏鉢、瓦器椀、砥石などのほか、鋳

土灰褐色砂質土　炭化物、焼土、茶褐色砂含む
2．灰褐色砂質土　炭化物、焼土多く含む
3・灰褐色砂質土　炭化物、焼土含む
4．灰褐色砂質土　3より灰色味少ない炭化物、焼土微量含む
5．黒色土　炭化物、焼土含む
6．灰褐色砂質土　炭化物、焼土含む
7．暗褐色土
8．灰褐色砂質土　茶褐色砂含む
9・黒色土　炭化物含む
10．灰褐色砂質土
11．暗灰褐色砂質土
121黒色土　炭化物含む
13．灰褐色砂質土
14．灰褐色砂質土　灰色味強い

1m

Fig153　SKO8（1／30）

－37－



型、取瓶、坩堝といった鋳造関連の遺物が出土している。1糾～196は土師器の皿で、すべて鹿部糸切

りである。196を除いて板状圧痕がつく。口径は9・2～9．6cmで平均9・4cm、器高は1．2～1・4cmで平均

1．3cmである。197－205は土師器の坏で、すべて鹿部糸切りで板状圧痕がつく。口径は14．8～17・Ocm

で平均15．7cm、器高は2．5～3・5cmで平均2．9cmである。大きさにばらつきがある。206は土師器の高

台付坏である。207は白磁合子蓋である。208は龍泉窯系青磁皿である0209～213は岡安窯系青磁碗で

外面下半は露胎である。209は無文である。出土遺物から12世紀後半の遺構と考えられる。

6　　7　　8　　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　口径

Fig．54　SKO8出土土師器法量グラフ

PL．38　SKO8出土遺物（約1／3）
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Fig．55　SKO8出土遺物（1／3）
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SKO9

F．G－1・2に位置する長軸1．1m、短軸0．9m、深さ0．5mの楕円形土坑である。SK08に切られる。

土師器坏・皿、龍泉窯系青磁碗、白磁碗・皿、中国陶器C群の捏鉢、瓦器椀、土鍋などが出土してい

る。215～222は土師器の皿で、すべて鹿部糸切りである。221を除いて板状圧痕がつく。口径は8・7～

10・0cmで平均9．1cm、器高は0．7～1．4cmで平均1．1cmである。223～226は土師器の坏で、すべて鹿部

糸切りで板状圧痕がつく。口径14・2cm、器高2．5cmと小ぶりの223を除くと、口径は16．0～16．3cmで

平均16．2cm、器高は3．0～3・4cmで平均

3．2cmとなる。227は龍泉窯系青磁皿であ

る。出土遺物から12世紀後半の遺構と考え

られる。

一一一二■

0　　　　　　　　　　　　1m
5　－　－　－　－　1　　　－－－－－－一一一一一一一一一一一」

土　崎灰褐色砂質土　炭化物含む
21灰褐色砂質土　炭化物少量含む
3・暗茶褐色砂質土
4，暗黄褐色砂
5．灰褐色砂質土
6・暗黄褐色砂
7．暗灰褐色砂質土　炭化物多く含む

Fig・56　SKO9（1／30）

●

・　　　　　●
・　　●

●

●

PL139　SKO9（南から）

8　　　9　　10　　11　　12　　13　　14　　15

Fig．57　SKO9出土土師器法量グラフ

Fig・58　SKO9出土遺物（1／3）
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SK17

G－3に位置する長軸1．1m、短軸0．8m、深さ0・4mの楕円形土坑である。SD23に切られる。南側

に土師器坏．皿がまとまって廃棄されていた。そのほか同安窯系青磁碗、白磁碗などが出土している。

228～233は土師器の皿で、すべて鹿部糸切りである。233を除いて板状圧痕がつく。煤が付着してお

り、灯明皿として使用されていたようである。口径は8．2～9．1cmで平均8．7cm、器高は0．9～1・3cm

で平均1・2cmである。234は土師器の坏

で、鹿部糸切りである。口径は15．0cm、

器高は3・7cmである。出土遺物から12世

紀後半の遺構と考えられる。

PL．40　SK17（東から）

∈
・．

d

№

1・暗灰褐色砂質土　炭化物、焼土、灰色粘土含む
2・灰褐色砂　暗灰褐色土混入
3．灰褐色砂質土　灰色粘土を多く、炭化物、焼土を含む
4．暗褐色砂質土　灰色粘土、炭化物、焼土含む

Fig．59　SK17（1／30）
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Fig．60　SK17出土土師器法量グラフ

口径
cm

0　　　　　　　　　　　　10cm
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Fig．61SK17出土遺物（1／3）

SK18

F・G－2・3に位置する径0・8m、深さ0．6mの円形土坑である。土師器坏．皿、同安窯系青磁碗

．皿、白磁碗、中国陶器C群の捏鉢、瓦器椀、土鍋などのほか、鋳型、取瓶、鞴の羽口といった鋳造

関連の遺物が出土している。235～237は土師器の皿で、すべて鹿部糸切りである。236を除いて板状

圧痕がつく。口径は9．3～10．2cmで平均9・8cm、器高は1．3～1・6cmで平均1・4cmである。238－242は

土師器の坏で、すべて鹿部糸切りである。238．242を除いて板状圧痕がつく。口径は15．0～15．8cm

で平均15．4cm、器高は2・5～3．3cmで平均2．9cmである。243は龍泉窯系青磁碗である。244は土鍋で

ある。出土遺物から12世紀後半の遺構と考えられる。

－41－



PL．41SK18（東から）

2，8m

二「一一
11　－　1　－　　2　　　　　　　　　　－」

1．灰褐色砂質土　炭化物、灰
緑色粘土含む

2．暗褐色砂質土　炭化物含む
3．暗黄褐色砂　灰褐色土含む
4．暗褐色土

Fig．62　SK18（1／30）

9　10　11　12　13　14　15　16　口径
Cm

Fig・63　SK18出土土師器法量グラフ

二二言≡残。6

Fig．64　SK18出土遺物（1／3）
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SK20

D・E－1．2に位置する円形土坑で北側上部に撹乱を受け、西側はSE03に切られている。径1・5

m、深さ0・9mを測る。土師器坏・皿、龍泉窯系青磁腕、同安窯系青磁皿、越州窯系青磁碗、白磁碗

．皿、中国陶器A群の盤、C群の捏鉢、東播系須恵器の捏鉢、土鍋などのほか、鋳型、鞴の羽口といっ

た鋳造関連の遺物が出土している。245～259は土師器の皿である。すべて鹿部糸切りで、259を除い

て板状圧痕がつく。口径は7．7～10．0cmで平均9．0cm、器高は1・1～1・7cmで平均1．4cmである。260～

271は土師器の坏で、すべて鹿部糸切りである。263．265を除いて板状圧痕がつく。口径は12・4～13．6

cmで平均13．1cm、器高は2．0～3．1cmで平均2．5cmである。他の遺構出土の土師器にくらべ、口径が

かなり縮小する0272は土師器の高台付坏である。273は龍泉窯系青磁碗である。体部外面に鏑達弁を

施す。274は東播系須恵器の捏鉢である。接合して完形になった。出土遺物から13世紀前半の遺構と

考えられる。

PL42　SK20（西から）

一43－

0　　　　　　　　　　　　1m
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1・暗灰白色砂
21暗灰褐色砂質土　炭化物、焼土、暗灰白色砂含む
31暗褐色砂質土　炭化物、焼土含む
4．暗灰褐色砂質土　炭化物、焼土少量含む
5・暗茶褐色砂質土　炭化物、焼土、褐色砂含む
6．暗褐色砂　褐色砂含む

Fig．65　SK20（1／30）
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Fig．67　SK20出土遺物（1／3）
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SK30

D－1．2に位置する土坑で西側は発掘区外に伸びるが、形状は径0．7m程度の円形となろう。深

さは0．3mであるO SK31を切り、SK29に切られる。土師器坏・皿、青磁碗、白磁碗・皿が出土してい

る。275は土師器の皿で、鹿部糸切りである。口径は9・6cm、器高は1．3cmである。276は土師器の坏

で、鹿部糸切りである。板状圧痕がつく。口径は17．8cm、器高は3．1cmで大ぶりの坏である。277は

白磁平底皿で釉を掻き取った外底に墨書があり、「誌」と読めるO出土遺物から12世紀後半の遺構と

考えられる。

PL．44　SK30（東から）

PL・45　SK30出土遺物（約1／2）

1m
？田．1　－－－－－－－＿一一一一一三

Fig．68　SK30（1／30）

く＝二王≡＝＝ク275等

Fig．69　SK30出土遺物（1／3）

SK87

H－8・9に位置する土坑である。SD74、SE77に切られるが、径0．8m、深さ0・5mの円形土坑とな

ろう。土師器皿、白磁碗・皿、中国陶器A群の盤、瓦器椀が出土している。278～281は土師器の皿で、

すべて鹿部糸切りである。280・281に板状圧痕がつく。口径は9．2～10．0cmで平均9・6cm、器高は1・0

～1．5cmで平均1．2cmである。282は白磁碗0－Ⅱ類である。283は白磁碗Ⅸ類であるO見込みは輪状

に釉を掻き取る。出土遺物から12世紀前半の遺構と考えられる。

SE77

2・6m

て「1
L一一i一一一一口　重一一：∃m

Fig．70　SK87（1／30）

ミニ＝∃［一一二ク278

ミ＝二一一二「亡＝＝＝ク
279

⊂－　ビ＝戈。。

』＝＝名．
0 10cm
土＿－」一一一一一一一一一⊥－　土　－　1　　　　　　　　－－－－－1

深言語

三〒≡一一三l
Fig－71SK87出土遺物（1／3）

－45－



SK240

E－8・9に位置する径0．9m、深さ0．7mの円形土坑である。壁はオーバーハング気味に立ち上が

る。土師器坏．皿、瓦器椀、取瓶が出土した。2糾．285は土師器の皿で、すべて鹿部糸切りである。

284には板状圧痕がつくO口径は9・2cm、器高は1・0～1．3cmである。286－292は土師器の坏で、すべ

て鹿部糸切りで、板状圧痕がつく。口径は14．4～15．4cmで平均14・9cm、器高は2．7～3・1cmで平均2・9cm

である。出土遺物から12世紀後半の遺構と考えられる。

PL．46　SK240（南から）

●●　　　●
．
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口径

Fig173　SK240出土土師器法量グラフ　　cm
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Fig．72　SK240（1／30）
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292

Fig．74　SK240出土遺物（1／3）
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（5）その他の遺構

発掘区の東端で骨が出土する遺構を2基調査した。出土した動物骨については71～74ページを参照

されたい。

SK190

F－43．44で検出した馬の埋葬土壌である。東側は撹乱を受ける。長軸は残存部で1．8m、短軸は1・O

m、深さ0・5mの楕円形の堀方に、馬が頭部を東に向けて埋葬されていた。出土遺物は土師器の小片

とイイダコ壺の破片のみで時期ははっきりしないが、12世紀以降の遺構と考えられる。

SX200

F～H－46～48で検出

した骨の集積遺構である。

後述する遺構検出面の下

の包含層を除去したとこ

ろで検出した。標高は

0．8m～1・2mである。ほ

とんどが馬の骨であるが、

中に1割ほど人骨が混じっ

ていた。人骨を見ていた

だいた中橋孝博氏による

と最低3体分あり、2体

は成人で内1体は女性、

1体は子供ということで

ある。

馬の骨は頭部を除き、

ほぼ揃うのに対して、人

骨はほんの一部分しかな

く、どういった状況で馬

の骨に混じったのか不明

であるO

骨に混じって白磁碗と

四耳壺、瓦器椀が出土し

た。293は白磁碗Ⅵ類で

内面に櫛指を施す。294

は陶器の四耳壺である。

オリーブ色の透明釉が内

面までかかる。12世紀前

半の遺構と考えられるO

PL．47　SK190（北から）

Fig．75　SK190（1／20）
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Fig．76　SX200（1／20）

PL．48　SX200（西から）

－48－

ノ〆〆



Fig．77　SX200出土遺物（1／3）

（6）包含層

F～Ⅰ－45～48では、遺構検出面より下の砂層から遺物が出土した。この部分の砂層は暗黄褐色～暗

茶褐色の砂で、12世紀前半までの遺物と　SX200を検出した。遺物を含まなくなる黄褐色砂の上面は

H－45から東に急激に下がり、発掘区東端では標高0・5mとなる。

295～301は土師器の坏である。298は鹿部ヘラ切りで、それ以外は糸切りである。板状圧痕は296．

298以外にみられる。302・303は越州窯系青磁である。302は全面施釉で、高台内側に目跡が残る。303

は全面施釉で、見込みと畳付に目跡が残る。304～308は白磁碗である。304はⅣ類0305はⅥ類。306

はⅡ類。体部内面を6本の白堆線で区画する。307．308はⅨ類。見込みは輪状に釉を掻き取る。309

・310は瓦器椀である。311は高麗陶器である。暗茶色の胎土で表面は黒灰色を呈する。よく焼きしまっ

ている。

PL・49　発掘区東端南壁土層（北から）

Fig．78　発掘区東端南壁土層（1／60）

－49－

土　暗褐色土
2，暗褐色砂質土
3．暗茶褐色砂
4．暗黄褐色砂
51茶褐色砂
6．灰色砂　粘土含む
7・茶褐色砂
8・暗赤褐色粗砂
9．黄褐色細砂と暗赤褐色

粗砂の互層
10．黄褐色細砂（基盤層）
11・黄褐色粗砂と暗赤褐色

粗砂の互層（基盤層）
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Fig．79　包含層出土遺物（1／3）

PL．50　包含層出土遺物（約1／3）
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（7）抽出した遺物

ここでは、これまでにふれられなかった遺物を報告する。

土器・陶磁器

312は中国陶器B群の四耳壺である。接合しないが同一個体であろう。明茶褐色の不透明釉がかか

る。SKllO出土。313は中国陶器C群の捏鉢である。内面は摩耗している。SK258．259出土。314は試

掘時に出土した完形の龍泉窯系青磁皿である。315は岡安窯系青磁皿である。SP178出土。316・317は

白磁平底皿Ⅲ類である。黄色みがかった不透明釉が薄くかかる。316は近代の井戸SEO3堀方出土。

317はSK35出土。318は白磁平底皿Ⅱ類である。G－2グリッドの遺構検出時出土。319は白磁平底皿

Ⅳ類である。口縁部を外反させ、斜めに削る。体部内面は白堆線で区割りする。SK58出土。320は白

磁高台付皿Ⅱ類である。見込みは輪状に釉を掻き取る。SK28出土。321は口縁玉縁の白磁高台付皿Ⅰ

類であるO SP187出土。322は瓦器椀である。SKlOi出土。323．324は白磁碗Ⅳ類である。どちらも　SP

223．224出土。324は体部外面にヘラで刻みを入れる。325は緑釉陶器である。外面線刻による施文の

のち、明緑色の透明釉をかける。磁州窯系か。SK86出土。326は中国陶器A群Ⅰ類の盤で、内面に魚

藻文を描く。SP223・224出土。

中世以前の遺物も若干出土している。327は8世紀ごろの土師器の甕である。内面は口縁ヨコハヶ、

体部ヘラヶズリ、外面は口縁ヨコナデ、体部タテハヶを施す。近代の井戸SEO3出土。328は6世紀

末～7世紀初頭の須恵器の坏身である。SE239出土。329～330は古墳時代の土師器である。V区の砂

層より出土した。周囲も掘り広げてみたが、他に出土遺物はなかった。329は5世紀前半の高坏であ

PL・51抽出した遺物（313・326：約1／5・他：約1／3）
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Fig．80　抽出した遺物1（1／3）
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Fig．81抽出した遺物　2（1／3）

る。脚部は板上工具による縦方向のナデ、裾部はヨコナデ、内面は横方向のヘラヶズリを施す。330

は5世紀後半の土師器の甕である。外面は口縁部ヨコナデ、体部タテハヶ、内面は口縁部板上工具に

よるナデ、体部ヘラヶズリを施す。331は4世紀末～5世紀初頭の土師器の甕である。口縁部はヨコ

ナデ、体部外面はヨコハヶ、内面はヘラヶズリを施す。

墨書土器

9点の墨書土器が出土した。青磁碗1点、青磁皿1点、白磁碗7点である。青磁には記号が、白磁

には文字が書かれている。332・333以外については既に出土遺構のところで実測図を掲載している。

14は15世紀代の龍泉窯系青磁で、高台内側に朱で円が書かれている。SD193出土。48は同安窯系青磁

皿で、釉が掻き取られている鹿部に、円の中に風車のような記号を記す。SE205堀方出土。32は白磁

碗Ⅵ類で高台内側にト大（花押）」と三文字が三角形の位置に書かれている。SElO9井筒出土。22

は白磁碗Ⅳ類で、SE77出土。高台内側にはっきりと墨書がみえるが、破片のため文字の一部分しか

残っておらず、判読できない。33・1糾．277．332・333の5点には書体が異なるが、「誌」という字

が書かれている。中国人名か。33は白磁碗Ⅷ類で、高台内側に書かれている。SE239出土。154は白

磁碗Ⅵ類で、高台内側の端に、かすかに文字がみえるo sKO2出土。277は白磁平底皿Ⅳ類で、釉が掻

き取られた鹿部に書かれている。SK30出土。332・333は白磁碗Ⅷ類で、高台内側に書かれている。G－

16に位置するSP236出土。以上5

点が出土した4つの遺構は発掘区　　　　　　　。　　　　．

西側に位置する。

’＼三三⊆♂′’

本二　二二本－
L一一一一一一一一土一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1－－－－－－－－－－－一一一一一一土一一土1　　　　　　　　　5

Fig．82　墨書陶磁器（1／3）
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PL．52　墨書陶磁器（約1／2）

生産関連遺物

今回の調査ではかなりまとまった量の鋳造関連遺物が出土した。鋳造関連の遺構は確認できなかっ

たが、銅製品を鋳造する工房が近くにあったものと考えられる。破片が多く、図示できなかったので、

一覧表に出土遺構を示す（Tab．2）。発掘区の西側に集中して出土している。12世紀後半の遺構に土

師器、陶磁器とともに廃棄されているものが多い。3割・335は土製鋳型である。3：弘は青銅製鍋の外

型である。口縁部分に段がつく。胎土には粗砂、スサを含み、内面に真土を貼る。鹿部中心に径1．8cm

の軸孔がある。鋳上がりの鍋の法量は口径21．2cm、器高8・1cmになる。この鋳型が出土したSK83は

径0．7mの円形土坑で、鋳型のみが割れた状態で出土した。他の遺構との切り合い関係から13世紀後

半以降の遺構であるが、何らかの状況で、12世紀後半頃の鋳型が後世の遺構に廃棄された可能性を考

えておきたい。博多遺跡群84次調査では12世紀後半を下ることはないと報告されている時期の銅製の

鍋が出土している。この鍋と鋳型を実際に重ねてみたが、鋳型の方が若干口径が大きかった。しかし、

器高や底からの立ち上がりのカーブはよく一致した。破片を接合したので、鋳型が少々歪んでいる可

能性もある。335は小型の碗の外型であろうか。鹿部に軸孔がある。破片なので正確な値ではないが、

口径8．6cm、器高3・5cmの製品ができる。天地逆で、何かの台座となるのかもしれない。336・337は

取瓶である。内面に溶けた銅が付着する。336はSKO2出土。337はSK240出土。338は炉壁と思われ

る。下端部の復元径が約50cmの円筒状になるが、正面右端は破損しておらず、一周しないものと考

えられる。下端に鞴の羽口を挿入するためと思われる径4cmの半円の孔がある。SKO8出土0339は中

－54－
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Fig・83　生産関連遺物（30．31：1／2・他：1／3）

Tab－2　鋳造関連遺物出土遺構一覧

遺構 鋳型 取瓶 羽口 炉壁

SK O l ○ ○

SK O2 ○ ○ ○
SK O4 ○ ○ ○

SK O5 ○
SK O6 ○ ○ ○ ○
SK O8 ○ ○

SK 15 ○ ○

SK 16 ○

SK 18 ○ ○ ○

SK 20 ○ ○

SD 23 ○
SK 43 ○

SK 62 ○

遺構 鋳型 取瓶 羽口 炉壁
SK 69 ○

SK 70 ○

SK 7 1 ○

SE 73 ○ ○

SD 74 ○

SE 77 ○ ○
SK 83 ○

SE lO7 ○ ○

SE lO8 ○ ○

SE lO9 ○ ○ ○
SK 136 ○

SK 138 ○

SK 170 ○

－55－

遺構 鋳型取瓶羽口炉壁

SE239 ○ ○ ○ ○

SK240 ○

SK252 ○ ○
SK253 ○ ○

SE260 ○
SP77 ○
SP159 ○ ○

SP178 ○

SP229 ○ ○
SP232 ○

SP274 ○



PL．53　生産関連遺物（約1／4）

国陶器C群の壺であるが、内面に溶けたガラスが付着している。坩堝として使用されたものであるO

SK255出土。

青銅製品は2点出土した。340は鍋の注口であろうO湯がまわらずに本体にくっつかなかったもの

か。SE77出土。：41は飾り金具か。縁を整形している。かるく湾曲する。SKO5出土。

石製品．土製品

別2は滑石製の権である。上端部に穿孔がある。一部欠損しており、残存重量は100gである。343

も権であるO瓦を磨いてつくられている。重量47g。34～350は滑石製の石鍋である。34・訓5は縦

に把手がつく。36～350は口縁下に鍔が削りだされる。351は用途不明の滑石製品。ブロック状の突

起をもち、中央に穿孔する。352・353は滑石製石鍋を転用したコテ状製品。3糾～356は円盤の中央に

穿孔する滑石製品である。ススが付着しており、石鍋の転用か。357－360は砥石である。361～372は

石球である。砂岩製で369を除き、敲いて球状に整形している。361は13g、372は124g。373～380は

石錘である。380を除き、滑石製である。375は中央に穿孔し、管状となる。そのほかは、紐を結ぶた

めの溝をもつ。373・374．378は横方向、377．379．380は縦方向、376は縦、横十字に溝をつけてい

る。381～398は土錘である。写真に示した以外にも多数あり、合計104点出土した。381は二面に紐を

結ぶための溝がつけられる。重量71g。382は球状の土錘で、中央に孔があく。重量6g。383は太い

管状の土錘である。重量24g。384は管状の土錘で紡錘形を呈する。重量30g。385－398は細身の管

状の土錘である。写真に示さなかった他の土錘はすべてこのタイプである。重量は385が14g、398が

3gである。5g前後のものが多い。399～404は陶磁器の鹿部を円盤状に打ち欠いて整形したもので

ある。399と404が青磁碗、そのほかが白磁碗の鹿部である。
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：42：SP193：43：SK1534：SK16835：D－2346：SE135堀方
347：SD193　348：SP215　349：D－17　350：SElO7　351：SK83　352：

SK06353：SKO83割：SE156堀方355：SP16356：SP166357：
SE196358：SKO6359：SKO2360：SE175井筒361：S400362：
SE197363：SP208364：D－6365：SK70366：撹乱367：Ⅳ区
368：D－2369：SE204井筒370：SK213371：SD193372：SD50
373：SK63374：F－46包含層357：SP251376：SK24377：SK114
378：SP178379：SKlOO380：E－17381：SK251382：V区383：
SK1673糾：SP119385：撹乱386：SP179387：SK04388：SK243
389：V区390：H－46包含層391：SK20392：SK17393：SElO9
井筒394：H－46包含層395：SP176396：F－46包含層397：
H－46包含層398：H－46包含層399：E－5400：SE205401：
E－5402：SP223403：SK57404：SE77井筒

PL．糾　石製品・土製品（封2．33：約1／2・他：約1／4）
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銭

SD158のF－27グリッドで、溝の南の肩の部分から帽銭が出土した。SK159との重複部分にあたる

ため、SK159の遺物の可能性もある。埋納された様子はない。緒紐などの痕跡は残っていなかった。

錆はそれほどひどくなく、剥離は容易であった。

銭の合計は91枚で、22種類の銭種が確認された。最古銭は開元通賓で、最新銭が永楽通賓である。

また、永楽通賓が最多の21枚あり、洪武通賓の流通が多かったといわれる九州では、際だった組成を

示す。東から連ねてある順に並べて表に示した（Tab・3）。向きとは東から見て表か裏かをあらわし

ている。特に向きや順番に意図があるわけではなさそうであるO

その他の出土銭はFig．89に拓影を、Tab・5に表を示した。中世の渡来銭が8枚、近世の寛永通賓が

6枚、近代の銭が4枚、不明6枚である。折二銭である憮寧重賓が採集されている。

0　　　　　　　　　2m
！、1－．5　　－－－－i

Fig．84　SD158綽銭出土位置（1／40）

5cmL－－－－－－－－一
Fig．85　SD158縛銭出土状況（1／2）

PL・55　SD158綽銭出土状況（左：西から・右：北から）
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Fig．86　SD158出土緒銭拓影1（1／1）
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Fig．87　SD158出土緒銭拓影　2（1／1）
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Fig188　SD158出土繕銭拓影　3（1／1）

Tab．3　SD158出土繕銭一覧

No 向き 銭貨名 書体 備考
1 裏 皇宋通寳 真書

2 表 憮寧元寳 真書 星形孔
3 裏 元祐通寳 業苦

4 裏 永楽通寳

5 裏 皇宋通寳 真書

6 表 至和通寳 蒙書

7 表 永楽通寳

8 裏 洪武通寳 背浙
9 表 紹聖元寳 行書
10 表 憮寧元寳 真書
11 裏 憮寧元寳 真書
12 表 景徳元寳

13 裏 皇宋通寳 真書
14 裏 政和通寳 分相
15 表 皇宋通寳 真書
16 表 聖宋元寳 蒙書
17 裏 永楽通寳

18 裏 至和元寳 真書
19 裏 景祐元寳 真書
20 裏 憮寧元寳 蒙書
21 裏 開元通寳
22 裏 永楽通寳
23 表 元豊通寳 行書
24 裏 皇宋通寳 真書
25 裏 永楽通寳
26 裏 景徳元寳
27 表 治平元寳 真書
28 裏 永楽通寳
29 表 永楽通寳
30 裏 元豊通寳 行書
31 裏 永楽通寳

No 向き 銭貨名 書体 備考
32 裏 宋通元寳

33 表 憮寧元寳 蒙書

34 表 至道元寳 行書

35 表 元豊通寳 行書

36 表 元豊通寳 行書

37 裏 永楽通寳

38 表 永楽通寳

39 裏 憮寧元寳 真書

40 裏 永楽通寳

41 裏 元祐通寳 蒙書

42 表 天聖元寳 蒙書
43 表 開元通寳 背土星
44 表 開元通寳

45 裏 永楽通寳

46 表 皇宋通寳 真書
47 裏 嘉祐通寳 真書
48 表 憮寧元寳 蒙書
49 裏 至道元寳 真書
50 表 元祐通寳 行書
51 表 天繕通寳
52 表 元豊通寳 蒙書
53 表 天聖元寳 真書
54 裏 政和通寳 分相

55 裏 紹聖元寳 蒙書
56 表 永楽通寳

57 裏 憮寧元寳 真書
58 裏 永楽通寳
59 表 紹聖元寳 行書
60 表 天繕通寳
61 表 嘉祐通寳 蒙書
62 裏 天聖元寳 真書
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№向き銭貨名 書体 備考
63 表 元祐通寳行書

64 裏 永楽通寳

65 裏 天繕通寳

66 表 天繕通寳

67 裏 開元通寳

68 表 永楽通寳

69 表 元祐通寳蒙書

70 表 永楽通寳

71 裏 開元通寳 背左月
72 表 成平元寳

73 裏 永楽通寳

74 表 聖宋元寳行書

75 表 元豊通寳蒙書

76 裏 元符通寳行書
77 裏 憮寧元寳家書
78 裏 永楽通寳

79 裏 憮寧元寳業苦
80 表 洪武通寳 背北平
81 表 皇宋通寳真書
82 表 開元通寳
83 裏 憮寧元寳
84 裏 永楽通寳
85 裏 元豊通寳蒙書
86 裏 天聖元寳真書
87 裏 皇宋通寳真書
88 裏 永楽通寳
89 表 嘉祐通寳真書
90 表 嘉祐通寳真書
91 表 嘉祐通寳蒙書



Tab．4　SD158出土縛銭銭貨名一覧

銭貨名 国名 初鋳年枚数

開元通寳 唐 621 6
宋通元寳 北宋 960 1

至道元寳 北宋 995 2
成平元寳 北宋 998 1
景徳元寳 北宋 1004 2
天繕通寳 北宋 1017 4

銭貨名 国名・初鋳年 枚数

天聖元寳 北宋 1023 4

景祐元寳 北宋 1034 1

皇宋通寳 北宋 1038 8

至和元寳 北宋 1054 1

至和通寳 北宋 1054 1

嘉祐通寳 北宋 1056 5

Tab．5　出土銭一覧

銭貨名 国名 初鋳年枚数

治平元寳 北宋 1064 1
憮寧元寳 北宋 1068 11
元豊通寳 北宋 1078 7
元祐通寳 北宋 1086 5

紹聖元寳 北宋 1094 3
元符通寳 北宋 1098 1

Fig．89　出土銭拓影（1／1）

銭 貨 名 国 名 初鋳年 枚数

聖 宋 元賓 北 宋 1101 2
政 和 通 寳 北 宋 1111 2
洪 武 通 寳 明 1368 2
永 楽 通 寳 明 1408 2 1

合計91枚

遺 構 名 銭貨名 書体 国名 初鋳年 備考 拓　 影

SK O8 憮寧元寳 北宋 1068 星形孔 Fig．89，1

SK 34 皇宋通寳 北宋 1038 Fig．89－2

SK 87 元豊通寳 行書 北宋 1078 B g．89－3

SElO8堀方 元祐通寳 簑書 北宋 1086 Fig・89－4

SK 116 不明

SK 168 祥符元寳 北宋 1009 B g・89－5

SK 168 寛永通寳 日本 1636 古寛永 B g．89－6

SK 182 寛永通寳 日本 1697

SK 189 寛永通寳 日本 1697

SK 206 寛永通寳 日本 1697 1／2欠環

SK 223 一銭 日本 1917 大正六年

SP378 寛永通寳 日本 1697 B g．89－7

SI叫59 不明

ト5グリッド 元祐通寳 行書 北宋 1086 Fig．89－8

H －24グリッド 一銭 日本 1875 明治八年

撹乱 皇宋通寳 北宋 1038 Fig・89－9

撹乱 寛永通寳 日本 1697

撹乱 五銭 日本 1876 明治九年

撹乱 一銭 日本 1919 大正八年

撹乱 不明

撹乱 不明

撹乱 不明

表採 憮寧重寳 北宋 1071 B g．89－10

表採 不明

－62－



Ⅲ　ま　と　め

今回の10次調査地点は箱崎遺跡群の北部にあたるところで、遺跡群がのる砂丘の東端を確認するこ

とができた。

今回の調査でもっとも古い遺物は4世紀末～5世紀初頭頃の古式土師器の甕である。ローリングを

あまり受けておらず、周辺に居住域が存在するものと考えられる。8次調査地点では少し先行する時

期の竪穴住居2棟を検出しており、この頃箱崎遺跡群では東部に点々と人々の生活が始まったのであ

ろう。東側は多々良川の河口から海が大きく入り込み、ラグーンとなっていたと思われる。

箱崎遺跡群ではこれまで報告されていなかった奈良時代の遺物も発見されたが、近世の井戸の堀方

からの出土であり、この時期の様子は明らかでない。

本格的に生活痕跡が現れるのは12世紀からである012世紀前半、発掘区の西部で小規模な土坑が現

れ始める。また、東部では砂丘の落ち際に人骨と馬の骨の出土があった。岸でのたれ死んだのか、う

ち捨てられたのか、埋葬されずに放置されていたようである。

12世紀後半から遺構は爆発的に増加している。多くの土坑のほかに井戸が掘られはじめている。東

端も陸地化していったようである。出土する遺物も博多と同様、青磁．白磁が多い。筥崎宮の貿易に

よるものであろうか。墨書陶磁器も出土し、5点に「誌」と書かれていた。中国人名かと思われる。

筥崎宮と関連した中国商人であろうか。

また、鋳型や取瓶といった鋳造関連遺物が出土した。鍋の鋳型が多い。博多遺跡群でも鋳造関連の

報告があるが、それより早い時期の遺物である○博多遺跡群の調査はまだほんの一部分であり、箱崎

での鋳造が博多より先行しているとは言えないが、箱崎でも古い段階で操業を行なっているのは確実

となった。残念ながら鋳造にかかわると考えられる遺構は発見できなかったが、遺物が西側に集中し

て出土していることを考えると、発掘区より西側に鋳造工房の存在を想定できる。

この頃の箱崎は貿易港と銅生産工房を持つ、独立した都市としての機能を持っていたと考えても良

かろう。

13世紀にはいると遺構は減少し、14世紀にはみられなくなる。しかし周辺にはこの頃から板碑が立

てられはじめる。板碑は遺跡の縁辺に分布しており、10次調査地点周辺の北部もこの頃は生活域から

離れた場所になるのであろう。

1516世紀は区画清かと思われる溝があり、現在の町割りに沿った方向をとる。また、東部にこの

頃の遺物が見つかっているが、量は少ない○溝から纏銭が出土したが、埋納の状況はなさそうなので、

落とし物であろうか。

近世も後半になって再び遺構が増加し、現在に至っている。

以上、今回の調査の成果を時代を追って簡単にまとめた。ところで、近接する6次調査地点も12世

紀後半の遺構が中心であった。北部地域の特徴であり、この時期筥崎宮の周辺で遺構が減少するのと

対照的である。1151年（仁平元年）の太宰府官人による箱崎．博多の大追捕に関連した現象であろう

か。荒廃した筥崎宮周辺の人々の一時避難の場所だったのではないかと考えるとおもしろい。

箱崎地区では区画整理が予定されており、これから多くの調査が行なわれる。今後、中世都市「箱

崎」の姿が徐々に明らかになっていくであろう。
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Tab一6　遺構一覧

遺構番号 種類 位 置 時期 遺　 構　 の　 概　 要 出　 土　 遺　 物

龍泉青磁碗 Ⅰ、同安青磁 碗 Ⅱ、同安青磁皿 Ⅰ ・Ⅱ、青

白磁 合子 、白磁椀、白磁碗 Ⅱ ．Ⅳ ・Ⅷ 、白磁 水注、 中

国陶器 A 群盤 ・C 群捏鉢、陶器 、須恵器 甕、土鍋、鋳

型 、取 瓶、土師器高台付坏 ．皿 、土 師器坏 ・皿 （糸切

り）、土錘

立　　　 ・－．　　 一′／　 罰か　　　　 北の扁　 白磁碗 Ⅳ ．V

S K O i 楕 円形土

坑

H －3 12 C

後半

長軸 1．7 m 、短軸 1・4 m 、深 さ0・8 m 。 S K O 6、 SK 16、

s K 2 2 を切 る。S K O 2、S K O 7、S K 52 、S K 56、 SK 68、 S

K 69 よ り新。

長 軸2 ・O m 、短軸 1・4 m 、深 さ0．9 m 。S K O6、 S K 67 に

切 られる。 SK O 7、S K 52、 SK 6 8、 SK 69 を切 る。 S K O l

より古 。

′

S K O2 楕 円形土

坑

H ・Ⅰ－1・2 12 C

後半

龍泉青磁碗 Ⅰ、同女青磁碗 Ⅱ、白磁碗 、　 器柁

・Ⅵ ・Ⅸ、 白磁高台付皿 Ⅱ、青 白磁 、青 白磁合子、 中
国陶器 A 群盤 ．C 群捏鉢 、陶器 、無釉陶器甕、土鍋 、

鋳型、取瓶、炉壁、土師器高台付坏 ．坏 ．皿 （糸切 り）、

砥石、土錘

－　立　　 一　一　か　　 胱　 －‾飴　　　　 －′尤1番蒜托碗　 青 磁SE O 3 円 形瓦組 D － F －3 近代 長軸 2．0 m 、短軸 1．4 m の楕 円形の堀方 に瓦 を径 0・7

ヽ

堀 方龍泉青磁碗 Ⅰ、龍泉青磁 皿 Ⅰ、同女青磁碗 、　 ズX

腕、 白磁碗 、白磁碗 Ⅳ ．Ⅵ、白磁皿 Ⅲ、 白磁水注 、肥

前染付 、国産陶磁 、瓦質甕、瓦、土鍋 、土 師器坏

龍泉青磁碗 Ⅰ、同安青磁 碗、青磁皿 、白磁碗 、白磁 碗

Ⅴ ・Ⅵ、 白磁皿、中国陶器 A 群盤 ．B 群四耳壷 、陶器 、

瓦器椀 、土鍋、鋳型、取瓶、炉壁 、土 師器高台付坏 ・

坏 ・皿 （糸切 り）

立　　　　 一　　 一′差増訂甜拍論　 一一ト　‾託皿　 白磁碗　 白

井 戸 、5 ㎡の円形 に組 む。瓦組の下 には円形 の木桶 を据え る。

SK 2 0、S K 36、 SK 3 7、S K 38、 SD 5 0を切 る。
ノてS K O 4 円 形土坑 G ・H －1・2 12 C

後半

東側上部 、撹乱 を受 ける。残存部で径 1．7 m 、深 さ0．7

m 。 S D 2 3に切 られ る。 SK 4 6を切 る。

S K O5 円形土坑 Ⅰ・J－1 12 C

後半

西側発 掘区外 に伸 びる。深 さ0・8 m 。 S K 63 に切 られ

る。 S K O7、 SK 7 1を切 る。

龍泉青磁 碗 Ⅰ、同女青磁碗 、同女青磁 、　 器犯、

磁碗 Ⅳ ・Ⅵ、白磁皿 Ⅲ、陶器、土鍋 、炉壁、青鋼製品、

土師器坏 ．皿 （糸切 り）

立　　 一・一　　 一′土　 龍一　　　　 能碗　 中国陶器 A 群SK O6 楕 円形土

坑

H ・I－2．3 12 C

後半

北側 上部撹 乱 を受 ける。残存部で長軸 1．4 m 、短軸 1．2

m 、深 さ0・9 m 。 S K O lに切 られ る。SK O 2、SK 16、 SK
56を切 る。 S K O 7、S K 52、S K 68、S K 69、 SK 7 1より新。

龍泉青磁碗 Ⅰ、 同女青磁碗 Ⅱ、白磁碗、

盤、陶器 、東播系捏鉢 、瓦器 椀、鋳型、取瓶 、羽 口、

炉壁 、土師器坏 ・皿 （糸切 り）、滑石製 品、砥石 、土

錘

一ノウ　 、小　　　 龍一　　　 龍一　　 陶　 口　 須古 口ロ甕　 土SK O 7 楕 円形 土

坑

H ・Ⅰ－1 12 C

後半

西側発 屈メタ に　 びる。　 由1・3 m 、短　 0．8 m 、深 同女　 磁碗 、　 磁碗 、　 磁 碗Ⅵ、 0缶器 、ノ　心召育 、
さ0．6 m 。 SK O 2、 SK 0 5に切 られ る。S K 7 1を切 る。SK

0 1、 SK O 6、S K 63、 S K 6 7 より古。

師器坏 ．皿 （糸切 り）

龍泉青磁碗 Ⅰ、岡安青磁碗 Ⅱ、龍泉青磁皿 Ⅰ、白磁椀 、

白磁碗 Ⅳ ．Ⅶ、白磁合子蓋、 中国陶器 A 群盤 ・B 群 四

耳壺 ・C 群捏鉢、陶器水注 、陶器 、土鍋、鋳型、取瓶、

坩堝 、土師器坏 ・皿 （糸切 り）、滑石製 品、土錘 、銭

立　　　 、か　　 立　　　 法　　　　 龍一　 白 籠碗 Ⅳ ．V ．

SK O 8 円 形土坑 F ．G －1．2 12 C

後半

径 1．1m 、深 さ0 ．7 m 。西側発掘 区外 に伸 びる。SD 2 3

に切 られ る。S K 09 を切 る。

S K O9 楕 円形土

坑

F ．G －1・2 12 C

後半

長軸 1．1 m 、短軸 0．9 m 、深 さ0．5 m 。 S K 08 に切 られ

る。 S D 23 よ り古。

龍泉青磁碗 Ⅰ、龍 泉青磁皿 、白磁碗 、　 磁碗

Ⅵ、白磁皿、 中国陶器 C 群捏鉢 、陶器、須恵質控鉢 、

瓦器椀、土鍋 、土師器坏 ．皿 （糸切 り）、土錘

立　　 、一　　 一一ト　 託一　　　 別砧　 白磁碗 V　 白磁S K lO 不 整 円形

土 坑

D ・E－3 12 C

後半

長軸 1．1 m 、短軸 0．9 m 、深 さ0．4 m 。 龍泉青磁碗 I 、同女青磁碗 、白磁碗、　 スX 弛 、　 2X

皿、中国陶器 A 群盤 ．C 群 捏鉢、陶器、瓦器椀 、土 師

器坏 ・皿 （糸切 り）

立　　 ・一　　 一′去増手品浩一　 音 読恒 ’　 白磁碗　 白磁SK l i 不整 円形

土坑

C ．D －2 12 C

後半

長軸 1．3 m 、短軸 1．1 m 、深 さ0．9 m 。 SK 14に切 られ

る。 SK 2 8よ り新 。

龍泉青磁碗 Ⅰ、同女 青磁 碗、 日磁水圧 、　 ヱX犯、　 器

碗 Ⅳ ・Ⅵ、瓦 、土 師器坏 ・皿 （糸切 り）

瓦器椀 、土 師器坏 （糸切 り）

岡安青磁 皿 I 、瓦器椀、土師器坏 ．皿 （糸切 り）

土 師器坏 ．皿 （糸切 り）、土錘

亡．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ＝コ

SK 12 楕 円形土

坑

C－2 ・3 1 2 C 撹乱 によ り鹿部 のみ残存。残 存部で 、長軸 0．8 m 、

短軸 0．7 m 、深 さ0．4 m 。

SK 13 楕 円形土

坑

C －3 12 C

後半

長軸 1．0 m 、短軸 0．8 m 、深 さ0．7 m 。

SK 14 楕 円形土

坑

C －2 ．3 12 C

後半

長軸 0・9 m 、短軸 0．6 m 、深 さ0．6 m 。 SK l lを切 る。

S K 15 円形土坑 H －1 ・2 12 C

後半

径 0．7 m 。 SK 5 2を切る。 龍泉青磁碗 Ⅰ、天 日椀 、中国陶器 C 群捏鉢、陶音詩、取

瓶、羽口、土師器坏 ・皿 （糸切 り）

鋳型

岡安青磁碗 、白磁碗 、白磁 碗Ⅵ、陶器 、土 師器坏 ．皿

（糸切 り）、土錘

龍泉青磁碗 Ⅰ、岡安 青磁 碗、同安青磁皿 、白磁 碗、 白

磁碗 Ⅵ、中国陶器 C 群捏鉢、陶器 、瓦器椀 、土鍋、鋳

型 、取瓶し旦 旦工土師器坏 ・皿 （糸切 り）

ロ　　　　　　　 1 七

S K 16 円形 ？土

坑

H－2 ・3 12 C

後半

s K O i、S K 06 に切 られる。残存部 で長軸 0．5 m 、短軸 0．4

m 、深 さ0・3 m 。

S K 17 楕 円形土

坑

G －3 12 C

後半

s D 2 3に切 られ る。 長軸 1．1 m 、短軸 0・8 m 、深 さ0．4

In 。
SK 18 円形土坑 F・G －2 ・3 12 C

後半

径 0・8 m 、深 さ0．6 m 。

SK 1 9 円形土坑 F－1 1 2 C 径 0．7 m 、深 さ0．2 m 。西側発掘 区外 に伸 びる。SK 5 7

を切 る。

白磁 皿、土師器坏 ．皿 （糸切 り）

龍泉 青磁碗 Ⅱ、同安青磁皿 Ⅱ、越 州青磁 碗、 白磁碗 、

白磁 碗Ⅳ ．Ⅵ、 白磁皿 、中国陶器 A 群盤 ・C 群捏鉢 、

東播 系捏鉢、土鍋、鋳型 、羽口、土師器高台付坏 ・坏

．皿 （糸切 り）、土錘
′ヶ主 ・－　　　 詭一　　　 口　　　　　　 ロ士　　 皿 （1 切 り）

SK 2 0 円形 土坑 D ．E－4 ・5 13 C

前半

径 1．5 m 、深 さ0・9 m 。北 側上部撹乱 を受 ける。SE 0 3

に切 られる。S K 38 を切 る。

S K 2 1 楕 円形土

坑

G －3 12 C

後半

s D 23 に切 られる。長 軸 0．7 m 、短軸 は残存部 で 0．5

m 、深 さ0．5 m 。

同女 円磁碗 、白磁碗、瓦器椀、土師器 不．　 糸

瓦器皿

龍泉青磁碗Ⅲ、岡安青磁碗、 白磁碗、中国陶器 C 群 壺、

瓦器椀 、土鍋 、羽口、土師器坏 （糸切 り）

・　と1－．　　　　　　　　　　　　ロ言　　　　　　　1

S K 22 楕 円形土

坑

H －3 12 C s K O iに切 られる。 長軸 0・6 m 、短軸 は残存 部で 0・4

m 、深 さ0．3 m 。
S D 23 東西溝 G －1 ～6 、

H －6 ．7

16 C 西側発掘 区外 に伸 びる。確認 した長 さ 12 m 、幅 0 ．3

m 、深 さ0・2 m 。一部撹乱 を受 ける。 SK O 4、 SK O 8、
sK 17、 SK 2 1、 S K 25 、S K 2 7、 SK 4 6、 S K 4 9、 S K 6 2を

切る。 SK 7 5 と切 り合い不明。

24 ヶ十1 窟 D －6 12 C 径 1 0 m　 深　 0 2 m 。　 貝l発　 メ　 に　 ひる。 盗犯Ⅸ、　　 器士、 糸七　 、
SK

SK 2 5

／　　 几
円形土 坑 G －2 1 2 C

後半

ヽ
径 1・0 m 、深 さ0．5 m 。 SD 23 に切 られる。

青磁碗 、白磁椀、 白磁皿、土 師器坏 ・・皿 （糸切 り）

同安青磁碗、 白磁碗 、白磁碗 Ⅳ ・Ⅸ、陶器、土師器 坏
SK 2 6 隅丸方形 G －4 ・5 1 2 C 東側撹乱 を受 ける。長軸 1．5 m 以上、短軸 0・8 m 、深

二ヒ坑 後半 さ0．3 m 。 ．皿 （糸切 り）、土錘

SK 2 7 楕 円形土

坑

G ．H －4 ．5 12 C

後 半

長軸 1．0 m 、短軸 0・8 m 、深 さ0・6 m 。 S D 2 3に切 られ

る。

岡安青磁碗 Ⅱ、同安青磁碗 、岡安青磁皿 Ⅰ、白磁碗 、

白磁碗 Ⅳ、青 白磁 、陶器 、瓦器椀、土 師器高 台付坏 ・

1 七

S K 28 楕円形土 D －2 12 C 長軸 0．8 m 、短軸 0．5 m 、深 さ0．4 m 。 SK 11 より古。
坏 ．皿 （糸 刀り）

白磁高台付皿 Ⅱ、白磁 平底皿 Ⅲ、瓦器椀 ．土 師器坏 ・

1 七

S K 29

坑

楕円形土

．11＿

D －1 12 C

／／半

西側発掘 区外 に伸 びる。長軸0．7 m 、媛軸0・3 m 以上、

沈 さ0 2　　 S K 30　 SK 3 2を切 る　 SK 3 1よ り新 。

皿 （糸 刀 り）

白磁碗 Ⅵ、土 師器坏 ・皿 （糸切 り）

S K 30
坑

円形土坑 D －1 ．2
後

12 C

7木　　 ・　㎡。　　　　　 　ヽ　　　　　　　　　 。
径 0．7 m 、深 さ0．3 m 。西側発掘 区外 に伸 びる。SK 2 9

青磁碗 、白磁 碗、 白磁碗 Ⅸ、白磁皿 Ⅲ、土師器坏 ．皿

後半 に切 られ る。 S K 3 1 を切 る。 （糸切 り）

SK 3 1 楕 円形 土

」L．

D 一1 ・2 12 C 長軸 0・7 m 、短 軸0 ．6 m 、深 さ0．4 m 。 S K 30 に切 られ

る　 SK 2 9 より古

白磁碗 V 、天 日碗、土師器坏 ・皿 （糸切 り）

SK 3 2
坑

円形 土坑 D ．E －1．2 12

後 ’

12

後 ’

。
径 1・0 m 、深 さ0・6 m 。 SK 2 9に切 られる。

青磁碗 、白磁碗、 白磁碗 V 、高麗青磁 、天日碗 、陶器 、

瓦器椀、土師器坏 ．皿 （糸切 り）

SK 3 3 楕 円形土

坑

E－1 西側発掘区外に伸 びる。長軸 0・6 m 以上 、短軸 0・5 m 、

深 さ0．2 m 。 SK 3 4 を切る。

－64－



遺 構 番 号 種 類

女　　　　 ′

位 置 時期 遺　 構　 の　 概　 要 出　 土　 遺　 物

S K 34 楕 円 形 土 E ．F－1 ．2 12 C 西 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。東 側 撹 乱 を受 け る 。長 軸 1 ・5 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同 安 青 磁 碗 、 青 磁 皿　 白磁 碗　 白 磁 碗
坑

／

後 半 m 以 上 、 短 軸 1 ・4 m 、 深 さ0 ・9 m 。 SK 3 3 、 S K 39 、 S K

40 に切 られ る。 SK 5 7 を切 る。

　ヽ　　　　　　　　　 　ヽ　　　　gX
Ⅳ ．Ⅵ ．Ⅸ 、 白磁 皿 、 陶 器 、 土 鍋 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸

切 り）、 銭
S K 35 楕 円 形 土

坑

左　　　　 ／

G －5 ・6 12 C

後 半

長 軸 0 ・6 m 、 短 軸 0 ．4 m 、 深 さ 2 c m 。 S K 6 4 に切 ら れ

る。

白磁 碗 Ⅳ 、 白磁 皿 、 白磁 平 底 皿 Ⅲ、鉄 刀 ノ

S K 36 楕 円 形 土

坑

女　　　　 ／

E ．F －3 12 C SD 5 3 に 上 部 を切 ら れ る 。 長 軸 0 ．8 m 以 上 、、 短 軸 0 ．6

m 、 残 存 部 深 さ0 ．2 m 。 SE O 3 、 S K 4 2 、 SK 4 7 、 S D 50 、

SK 59 よ り古 。

ヽS K 37 楕 円 形 土

坑

／？

F －4 1 2 C 長 軸 0 ．7 m 以 上 、短 軸 0 ．8 m 以 上 、深 さ0 ・4 m 。 S E O3 、

S D 53 に切 られ る。 SK 4 2 、 S K 4 7 、 S D 50 、 S K 5 9 よ り古 。

白磁 碗 、 瓦 器 椀 、土 師器 皿 （糸切 り）

S K 3 8 円形 ・土

坑

／　　　　　　．－Ⅰ＿

E －5 12 C S E O 3 、 SK 2 0 に切 ら れ る。 残 存 部 径 0 ．9 m 、 深 さ0 ・2

m 。

′亡

瓦 器 椀 、 土 鍋 、 土 師器 坏 ・皿 （糸切 り）

SK 3 9 円形 土 坑

女　　　　 ／

E ．F －2 12 C

後 半

径 0 ・6m 、 深 さ0 ・2 m 。 SK 3 4 、 S K 40 、 S K 5 7 を切 る。

ヽ

土 師 器 坏 （糸 切 り）

SK 4 0 楕 円形 土

坑

′

E ．F －1 ・2 12 C

後 半

長 軸0 ・5 m 以 上 、短 軸 0 ．5 m 。S K 39 に切 られ る 。 S K 3 4 、

S K 57 を切 る 。

白 磁 碗 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、 土 錘

SK 4 1 不 整 円形

土 坑

左　　　　 ／

F－2 ・3 12 C 径 0 ・7 m 、 深 さ0 ．4 m 。 瓦 器椀 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

SK 4 2 楕 円 形 土

坑

ノ

F－3 ．4 長 軸 0 ．7 m 、 短 軸 0 ．4 m 、 深 さ0 ．2 m 。 SD 5 3 を 切 る 。 瓦 質鉢

SK 43 隅 丸 方 形

土 坑

左　　　　 ／

G －4 ．5 12 C 長 軸 0 ・9 m 、 短 軸 0 ・4 m 、 深 さ0 ・3 m 。 白磁 皿 、－取 瓶

S K 44 長 楕 円 形

土 坑

／

Ⅰ－3 ・4 12 C 長 軸 1 ．2 m 、 短 軸 0 ．3 m 、 深 さ0 ・1 m 。

31－7

白磁 皿 Ⅲ 、 陶 器

S K 45 隅 丸 方 形 Ⅰ－4 12 C 南 側 撹 乱 を受 け る。 長 軸 1．3 m 以 上 、 短 軸 0 ・3 m 、 深 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、青 磁 皿 、 白磁 碗 Ⅴ　 陶器　 平 瓦　 土 鍋
土 坑

左　　 ／？

後 半 さ0 ．2 m 。 　ヽ　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　ヽ
土 師器 坏 ・皿 （糸切 り）

S K 46 楕 円 形 ・ G ・H －1 1 2 C 長 軸 1・4 m 、短 軸 1 ．2 m 、 深 さ 0 ・4 m 。 西 側 発 掘 区 外 龍 泉 青 磁 0 、 白磁 碗 、 白磁 皿 、 白磁 皿 Ⅲ　 中 国 陶 器 C
土 坑

／　　　　　　　」L・

前 半 に 伸 び る。 SK O 4 、 S D 23 に 切 ら れ る。

ノ又

ヽ
群 捏 鉢 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸切 り）

S K 4 7 円 形 土 坑

女　　　　 ／

F ．G －6 ．7 住 0 ．5 m 、深 さ0 ・6 m 。 SD 5 3 を切 る。 同 安 青磁 碗 、 白磁 碗 、 瓦 、 瓦 器椀 、土 師 器 坏 （糸切 り）

SK 4 8 楕 円形 土

坑

ノ？

G －6 ．7 12 C

前 半

長 軸 0 ・9 m 、短 軸 0 ．7 m 、 深 さ0 ．7 m 。

ノ亡

白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．V ．Ⅸ 、 四耳 壺 、瓦 器 椀 、土 師 器

坏 ・皿 （糸 切 り）、 土 錘

SK 4 9 円形 ．土 G ．H －5 12 C 径 0 ．9 m 、 深 さ0 ．3 m 。　 側 撹 乱 を受 け る 。 S D 2 3 に 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同安 青 磁 碗　 青 磁 皿　 白磁 碗　 白磁 碗
坑 後 半 切 られ る 。 　ヽ　　　　　　　　　 　ヽ　　　　　　　　　 　ヽ　　　　ⅨⅩ

Ⅳ 、 白磁 皿 Ⅲ　 陶 器　 土 師器 坏 ・皿 （糸 切 り）
SD 5 0 東 西 溝

掘 立 柱 建

物

′

E ．F －3 16 C 幅 0 ・5 － 1 ．7 m 、 深 さ0 ．2 m 。 一 部 撹 乱 を受 け る。 東 　ヽ　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　ヽ
龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ ．Ⅱ、 岡安 青 磁 碗 Ⅱ　 青 磁 皿　 口元 白磁

へ一12 側 発 掘 区外 に伸 び 、 SD 8 4 と接 続 か 。 SE 0 3 に 切 ら れ 　ヽ　　　　　　　　　 　ヽ　　　　ノじ【＝出田㍑
碗 、 白 磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．Ⅵ ．Ⅸ 、 白磁 水 注 、 中 国陶 器

る 。S D 53 、 SK 2 5 1、 SK 2 54 、 S K 25 6 を切 る 。 S K 3 6 、 S B 群 壺 ・C 群 捏 鉢 、 陶 器 、 天 日椀 、 須 恵 器 甕 、東 播 系
K 3 7、 SK 5 8、、SK 6 5 、 S K 2 46 、 SK 2 47 、 SK 2 50 、 SK 2 52 、 控 鉢 、 瓦 質 擂 鉢 、 瓦 、 瓦 器 椀 、 土 鍋 、土 師 器 坏 （ヘ ラ

S K 25 3 、 S K 2 5 5 、 S K 2 5 7、 S K 26 5 よ り新 。 切 り ．糸 切 り） ．皿 （糸 切 り）、 石球 、土 錘

SB 51 F ．G －2

～ 4

12 C 1 × 2 間分 確 認 。S D 23 に切 ら れ る 。

ヽS K 52 楕 円 形 土

坑

H －2 12 C

後半

長 軸 0 ・6 m 以 上 、短 軸 0 ．8 m 、深 さ0 ．7 m 。S K O 2 、S K 15

に切 ら れ る。 S K O．1 、 SK O6 、 S K 67 よ り古 。

S D 53 東 西 溝

不 整 円 形

土 坑

ノ

F －3 へ．一7 13 C 幅 1 ・6 ～ 2 ・5 m 、深 さ0 ．3 m 。SE O 3 、S K 42 、 SK 4 7 、 S D 5 0 、青 磁 碗 、 岡 安 青磁 碗 、青 磁 皿 、 白 磁 碗 、 白磁 皿 、 陶 器 、
SK 5 9 に切 られ る 。S K 36 、 SK 3 7、 SK 58 、 SK 6 5 を切 る。 瓦 、 丸瓦 、土 師 器 坏 （糸 切 り）

S K 54 C －1 ．2 12 C

後 半

長 軸 0 ．8 m 、 短 軸 0 ．7 m 、 深 さ0 ．2 m 。 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、土 師 器 高 台 付 坏 ．坏 ．皿 （糸 切 り）

S K 55 楕 円 形 土

坑

／

B ・C －1 ．2 12 C 長 軸 0 ．7 m 、 短 軸 0 ・4 m 、 深 さ0 ・1m 。 西 側 発 掘 区 外

に伸 び る。

瓦 器 椀

SK 5 6 楕 円 形 土

坑

ノ？

H ．Ⅰ－3 1 2 C

前 半

長 軸 0 ．7 m 、 短 軸 0 ．5 m 、深 さ0 ・3 m 。 SK 0 6 に切 られ

る 。 SK O l よ り古 。

白磁 碗 、 土 師器 皿 （糸 切 り）

SK 5 7 円 形 ．土

坑

′

F －1 ．2 1 2 C

前 半

西 側 発 掘 区 外 に伸 び、 北 側 は他 の 遺 構 に切 られ形 態

不 明 。 深 さ0 ・3 m 。 S K 1 9 、 SK 34 、 S K 3 9 、 S K 40 に切

られ る 。 SK 3 3 よ り古 。

白磁 碗 、 瓦 器 椀 、土 師器 坏 （糸切 り）

SK 5 8 楕 円形 土

坑

／

E －6 12 C 長 軸 0 ．8 m 、 短 軸 0 ・6 m 、 深 さ0 ．6 m 。 SD 5 3 に切 ら れ 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ 、 白磁 平 底 皿 Ⅳ 、 中 国陶 器 A 群 盤
前 半 る 。S E O 3、 S K 4 2 、 SK 47 、 S D 5 0 、 SK 5 9 よ り古 。

。、一一　　ヽ

ヽ瓦 器 椀 、 土 師 器 皿 （糸 切 り）

SK 5 9 楕 円形 土

坑

欠　　　 ／

F －5 ．6 東 側 フ フ ／は 確 認 で きな か っ た。長 軸 1 ・2 m 、短 軸 1 ・0

m 、 深 さ0 ・3 m 。 SD 5 3 、 S K 64 、 S K 65 を切 る 。 S K 3 5 、
S K 36 、 SK 3 7 、 SK 58 、 S D 50 、 S K 25 1 、 S K 25 4 、 S K 2 5 6

よ り新 。

青 白磁 合 子 蓋 、 瓦

S K 60 不 整 円 形

土 坑

左　　　　 ノ

Ⅰ－5 12 C 長 軸 1・2 m 、 短 軸 0 ・9 m 、 深 さ0 ・2 m 。 中 国 陶 器 C 群 捏 鉢 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

S K 6 1 楕 円 形 土

坑

不 整 円 形

？土 坑

／？

H －6 ．7 12 C

後 半

長 軸 1．3 m 、 短 軸 0 ．8 m 、 深 さ0 ・7 m 。

′・Lヽヒ．　　　　　　　　　　　′

青磁 碗 、 白 磁 碗 Ⅳ ．Ⅸ 、 高 麓 青 磁 碗 、 陶 器 、 平 瓦 、 瓦

器椀 、 土 師 器 坏 ．皿 （－糸 切 り）

S K 62 G ・H －5 ．6 12 C
後 半

撹 乱 を 受 け 、 形 思 不 明 。径 1 ．9 m 、深 さ0 ．3 m 。 S D 23

に切 ら れ る。 S K 6 6 を切 る 。

立　　 ‘　　　　　 （くつ　　　　　　　 ノ・h

中 国 陶 器 C 群 控 鉢 、 炉 壁 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

S K 63 円 形 ．土

坑

′？

Ⅰ・J－1 ・2 12 C

後 半

上 郡撹 乱 を受 け 、形 態 不 明 。 径 0 ・9 m 、 深 さ0 ．5 m 。

南 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。 S K O 5 、 S K 7 1 を切 る。 S K 07

よ り新 。

ノ又

陶器 、土 師 器 坏 （糸 切 り）、石 錘

SK 6 4 円 形 ・土

坑

／

F ．G －5 ・6 1 2 C

後 半

住 0 ・6 m 、 深 さ0 ．5 m 。 S K 5 9 に 切 ら れ る 。 S K 3 5 を 切

る 。

ノ又

龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 岡安 青磁 鉢 、 白磁 碗 白 磁 碗 V ．Ⅸ 、 白

磁 皿 、 中 国陶 器 C 群 捏鉢 、 瓦 器 椀

SK 6 5 円 形 土 坑

ノ

F －6 住 0 ．7 m 、深 さ0 ．6 m 。SD 5 3 、SK 5 9 に切 られ る。SE O3 、

SK 42 、 S K 4 7 、 S D 50 よ り古 。

＿Lヽ

土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

SK 6 6 楕 円 形 ？

土 坑

′

G ・H －5 12 C 撹 乱 とS K 6 2 に 切 ら れ 、形 態 不 明 。 残 存 部 で 長 軸 0 ．9

m 、 短 軸 0 ・5 m 、深 さ0 ．4 m 。 S D 23 よ り古 。

瓦 器 椀 、土 師 器 坏 （糸切 り）

SK 6 7 楕 円 形土

坑

′？

Ⅰ－2 12 C

後 半

長 軸 0 ．6 m 、 短 軸 0 ・5 m 、深 さ0 ．4 m 。 SK O 2 、 SK 6 8 を

切 る 。S K O7 、 SK 5 2 、 S K 69 、 S K 71 よ り新 。

／又

白磁 碗 、 陶 器 、土 師器 坏 （糸切 り）

SK 68 円形 ・土

坑

ノ　　　　　　ーⅠ－＿

Ⅰ－2 12 C

前 半

残 存 住 0 ．4 m 、 深 さ0 ．3 m 。 S K O 2 、 S K 67 に切 られ る 。

S K O l、 SK 0 6 よ り古 。

／又

白磁 碗 Ⅳ ．V 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

S K 69

S K 70

S K 71

円形 土 坑

／

I－2 ．3

Ⅰ．J－2 ．3

Ⅰ－1 ・2

12 C

後 半

12 C

後 半

怪 1．1 m 、 深 さ0 ．2 m 。 S K 02 に切 られ る。 S K O l 、 SK 龍 泉 青 磁 碗 、 岡 安 青 磁 碗 Ⅱ、龍 泉 青 磁 皿 、 白磁 碗 、 白

0 6 、 S K 67 よ り古 。 磁 碗 Ⅳ ・V 、 陶 器 、 瓦 器 椀 、土 鍋 、炉 壁 、土 師器 坏 ．

長 軸 1 ．6 m 、 短 軸 1 ．0 m 以 上 、 深 さ0 ・6 m 。 南 側 発 掘
皿 （糸 切 り）

不 整 円形 同 安青 磁 碗 Ⅱ、 岡 安 青磁 皿 I 、 白磁 碗　 白磁 碗 Ⅷ ．Ⅸ
土 坑 区 外 に伸 び る 。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

陶 器 、 瓦 器 椀 、 土 鍋 、 鋳 型 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、

楕 円 形 土

坑
12 C
後 半

長 軸 0 ．8 m 、 短 軸 0 ・5 m 、 深 さ0 ．4 m 。 SK O 5 、 SK O 7、

SK 6 3 に切 られ る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヶ

石 球

白磁 碗 、 瓦 器 椀 、 取 瓶 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

SK 72 円 形 ？土

坑

H ．Ⅰ－5 1 2 C
。 SK O l、 SK O2 、 SK O6 、 S K 6 7 よ　 0 古 。

径 0 ．7m 、 深 さ0 ．3 m 。 東 側 撹 乱 を受 け る 。 土 師器 坏 （糸切 り）

－65－



遺 構 番 号 種 類 位 置 時期 遺　 構　 の　 概　 要 出　 土　 遺　 物

井 筒　 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅵ 、 白磁 皿 、 須 恵 器 甕 、取 瓶 、
　ヽ　　ンニーL．

S E 73 円 形 井 戸 Ⅰ．J－7 ・8 13 C 堀 方 径 2 ・6 m 。 南 側 発 掘 区 外 に伸 び る。 北 側 撹 乱 を

後 半 受 け る 。 井 筒 は確 認 され な か っ た 。 S E 77 を切 る 。 S 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、 土 錘　 堀 方　 龍 泉 青 磁 碗 I

K 87 、 SK 125 よ り新 。 ・小 碗 Ⅲ 、龍 泉 青 磁 皿 、 岡 安 青 磁 碗 Ⅱ、 白磁 碗 、 白 磁

碗 Ⅳ ．V ．Ⅵ 、 白 磁 水 注 、 中 国 陶 器 A 群 盤 、 陶 器 、 瓦

器 椀 、炉 壁 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

立　　　　 、－．　　　 －′一一ト　ー 、ン宗＋　 一己ほ滋の一　　　　　　　　 口　　　　 日SD 74 東 西 溝 H －8 、．13 15 C 長 さ9 ．4 m 、幅 0 ．6 ～0 ．8 m 、 深 さ0 ・1m 。 SK 7 8 、 SK 8 龍泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同 女 青 磁 碗 、 白磁 碗 、 中 国 陶 器 C 群 捏
7 、 S E lO 7 、 SE 108 、 S E l O9 、 S K 25 8 、 SK 2 62 を切 る 。 鉢 、丸 瓦 、平 瓦 、 土鍋 、炉 壁 、土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、

s K 12 5 、 S E 26 0 、 S K 26 1 、 SE 2 63 、 SK 2 59 よ り新 。 土 錘

、　メ，　　　　　　　 ′イー　　　 、　－L．　　　　　 、　とL－・　　　　　　 　ヽ　－1－・
SK 7 5 隅 丸 方 形 H ・Ⅰ－7 ．8 13 C

後 半

南側 撹 乱 を 受 け る。 長 軸 2 ．0 m 以 上 、 短 軸 1 ．6 m 、 深 龍 泉 青 磁 碗 Ⅱ、 同 女 青 磁 碗 、 白磁 碗 、 白 磁 碗 Ⅵ ．Ⅸ 、

？土 坑 さ0 ・6 m 。 S K 8 3 に 切 られ る 。 S K 76 を 切 る。 S D 2 3 と 白磁 皿 、 陶 器 、 東 播 系 捏 鉢 、 丸瓦 、 平 瓦 、 火 合 、 瓦 質

切 り合 い 不 明 。 北 側 に骨 片 集 中 。 擂 鉢 、 瓦 器 椀 、土 鍋 、土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

・　ン。．－　　　　　　 ・・．－L．　　　　　　　　　　 ・　ロ　　ー　　　1　．
SK 7 6 楕 円形 ？

土 坑

H ．Ⅰ－8 12 C 長 軸 0 ．7 m 。 S K 75 に切 られ る。

－．

白 磁 碗 、 白磁 碗 Ⅵ 、土 師器 坏 （糸 切 り）

井 筒　 鋳 型 、炉 壁 、土 師器 高 台 付 皿 ．坏 （糸 切 り）

ノーさ一一．
SE 7 7 円 形 桶 組 H ～J－8 13 C

前 半

径 3 ．0 m の堀 方 に 径 0 ．5 m の 木 桶 を据 え る 。 南 側 発 掘

井 戸 ．9 区 外 に 伸 び る 。 西 側 撹 乱 を受 け る 。 SE 7 3 に切 ら れ

る。 SK 8 7 、 S K 12 5 を 切 る 。

堀 方　 龍 泉 青 磁 碗 Ⅱ、 同安 青 磁 腕 、 同 女 青 磁 皿 、 白 磁

碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．V ．Ⅸ 、 白磁 皿 、 青 白磁 合子 、瓦 器 椀 、

青 銅 未 製 品 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

、　　′『．．．　　　　　　　　　　　田口S K 78 楕 円 形 ？

二土坑

H －9 12 C 長 軸 1．3 m 、短 軸 0 ・4 m 残 存 、深 さ0 ．2 m 。 S D 74 に切

ら れ る。

白磁 椀 、土 師 音詩

白磁 腕 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

、　だ～　　　　 ’・／．　　　　　　 洗

S K 79 楕 円 形 上

坑

H ．Ⅰ－13 12 C

後 半

長 軸 1 ・0 m 、 短 軸 0 ・5 m 、 深 さ0 ．3 m 。 SK 8 1、 S K l 17

を切 る。

SK 80 隅 丸 方 形 H ．Ⅰ－1 4

．15

12 C

後 半

長 軸 2 ．5 m 、短 軸 1・6 m 、 深 さ0 ・2 m 。 S K 12 8 、 SK 1 29 岡安 青 磁 腕 、 青 磁 皿 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅱ、 白磁 皿 、 瓦 、

土 坑 を切 る 。 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

・－．　　　 ・－．　　　 田口　　　　　　　　　　 口田　　　　 虫1 刑 レSK 8 1 隅 丸 方 形

土 坑

H －13 ・14 12 C

後 半

長 軸 1．7 m 、短 軸 1 ・1 m 、 深 さ0 ・3 m 。 S K 79 、 S D 82 に

切 られ る 。 SK 9 0 、 S K 13 6 よ り古 。

岡 安 青 磁 碗 、 白磁 碗 、陶 言古、瓦 、 土 師 吉音坏 （糸 切 の

・　－．　　　　　 、　ン／　　　　 ’　－，　　　　　　　　　　 託SD 8 2 東 西 構， H －13 ～

2 8

16 C 東 側 発 掘 区 外 に伸 び る。 3 0 m 確 認 。 幅0 ・5 －1 ・0 m 、 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．Ⅵ 、 白磁 皿 、瓦 、

深 さ0 ・2 －0 ．3 m 。 S D 8 4 と平 行 SK 9 0 、 S K 1 36 に切 ら

れ る　 SK 8 1　 S K 88　 SK 8 9　 S K 12 9 を切 る 。

平 瓦 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

SK 8 3 円 形 土 坑 H ．Ⅰ－7 13 C

後 半

。　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　ヽ
径 0 ．6 m 、 深 さ0 ・7 m 。 S K 75 を切 る。

鋳 型 、 滑 石 製 品

′ナ一　　 、　ンこ，　　　　　　　　　　　　　　　 ’　扉・　　　　 ま乞S D 8 4 東 西 溝 F －15 － 23 16 C 西 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。 SD 5 0 と接 続 か 。 1 6m 確 認 。 龍 泉 青 磁 碗 Ⅱ、 同 女 青磁 碗 Ⅱ、 青 磁 皿 、 白磁 椀 、 白 磁

幅 0 ・4 ～0 ．8 m 、深 さ0 ．1m 。 S D 8 2 と平 行 。

八一

碗 Ⅳ ・Ⅵ 、 白 磁 皿 、青 白磁 合 子 蓋 、 中 国 陶 器 C 群 捏 鉢 、

瓦 器 椀 、 陶 器 、 須 恵 器 甕 、 土 師 器 高 台 付 坏 ．坏 （ヘ ラ

切 り ．糸切 り） ．皿 （糸 切 り）

一LL ・　　　　　　　 ∠ゝ　　　　　　　　　　　 口　　　　 1　　 ㌢
S E 85 円 形 瓦 組 C ．D －16 近 世 径 1・3 m の 堀 方 に 、瓦 を径 0 ．7 m の 円形 に組 ん で 井 筒 肥 削 染 付 、 七 輪 、 瓦 、 土 師 器 坏 （糸 切 0 ）

・ン／　　　 ・－．　　　　　　　　　　　　　 龍田1＋ 恭融′

井 戸 ・17 とす る 。、 北 側 発 掘 区 外 に伸 び る。 S K ll O 、 S K 12 4 を

切 る。

S K 86 楕 円 形 土

坑

D ．E －16 12 C

後 半

長 軸 1．5 m 、 短 軸 1 ．0 m 、 深 さ0 ．3 m 。 S D l0 4 を切 る。 青 磁 腕 、 白磁 椀 、 白磁 碗 V ．Ⅵ ・Ⅸ 、 白 磁 皿 、 緑 釉 陶

S K 1 12 よ り新 。 器 、 瓦 器 椀 、 土 師 吉 坏 ．皿 （糸 切 り）

言
SK 87 円 形 ？土

坑

H 一8 ・9 12 C

前 半

径0 ．8 m 、深 さ0 ．5 m 。 SD 74 、 S E 77 、 S E 10 9 に切 られ 白磁 碗 0 ．Ⅱ ・V ．Ⅳ ．Ⅸ 、 白 磁 皿 Ⅱ、 中 国 陶 器 A 群

る 。S E 73 よ り古 。 盤 、 瓦 器 椀 、土 師器 皿 （糸切 り）、銭

・　－．　　　　 、　－．　　　　　　　　　　　　 ／　宙　 ロ
SK 8 8 楕 円－形 ？ H －15 ・1 6 1 2 C

後 半

長 軸 1 ．7 m 、 短 軸 1 ・2 m 、 深 さ0 ・7 m 。 北 側 発 掘 区 外 同 安 青 磁 椀 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅵ 、 白磁 皿 、須 心 器 甕 、

土 土工 に 伸 び る　 S D 8 2 に 切 ら れ る　 SK 9 0　 SK 136 よ り古 。 瓦 器 椀 ・土 師器 高 台付 坏 ．坏 ・皿 （糸 切 り）

SK 8 9
几

円 形 ？土

坑

H －16 1 2 C

後 半

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○　　　　　　　　　ヽ
径 1 ・2 m 、 深 さ0 ・6 m 。 SD 8 2 に 切 られ る 。 SK 9 0 、 SK

青 磁 、 白磁 椀 、 白磁 碗 Ⅳ ．Ⅵ ・Ⅸ 、 白磁 皿 Ⅵ 、 中 国 陶

13 6 よ り古 。 器 C 群 捏 鉢 、 陶 器 、 瓦 器 椀 、 土 鍋 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸

切 り）

言　　　　　　　 田　　　　　　　　　　　　　 口　　　　　　 ／S K 9 0 長 楕 円 形

土 坑

H －17 近 世．長 軸 0 ．9 m 、 短 軸 0 ・3 m 、 深 さ0 ．1m 。 S D 8 2 を切 る 。

SK 8 1 、 S K 88 、 SK 8 9 、 S K 12 9 よ り新 。

陶 器 、瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

S D 9 1 東 西 溝 F ．G －17 12 C

後半

長 さ2 ．9 m 以 上 、 幅 0 ．7 m 、 深 さ0 ．4 m 。 長 楕 円 形 土 青 磁 碗 、 白 磁 碗 、 瓦 盲言椀 、 土 鍋 、土 師 吉古坏 ．皿 （糸 切

・18 坑 か　 S D 8 4 に 切 られ る。 S K 9 2 を 切 る 。 り）、 土 錘

S K 9 2 円 形 ？土

坑

F ・G －17

．18

12 C
。

径 0 ．1m 、 深 さ0 ・3 m 。 S D 9 1 に切 られ る。 S K 13 1 を 切

る。

陶 器 、 瓦 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （糸切 り）

・一・　　　　 、－　　　　　　 言　　　　 日　　　　　　　　 田士
S K 93 楕 円 形 土

坑

F－17 12 C

後 半

長 軸 1 ．1 m 、 短 軸 0 ．9 m 、 深 さ0 ．5 m 。 S D 84 に切 られ

る。

同 安 青 磁 碗 Ⅱ、 白 磁 碗 V 、 陶 器 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 不

（糸 切 り）

ロロ　＿1，　　　　　　　　　田口　　　　　　　1SK 94 楕 円 形 土

坑

F－1 7 ．18 12 C 長 軸 1 ．1 m 、 短 軸 0 ．8 m 、深 さ0 ．6 m 。 S D 84 に切 られ

る 。S D 10 4 を切 る 。

須 恵 器 甕 、 陶 器 、瓦 呑 椀 、 土 師 呑 坏 （糸 切 り）、 土 錘

． ヶ＋1 青 E 17 12 C 径 0 8 m　 探　 0 7 m　 S K 9 6　 SK 1 30　 七　る 。 口士、　 糸 七　 り
SK 9 5

SK 9 6

ノ　　 九
楕 円 形 土

坑

E －17 12 C
ヨE　．　　　 、　木　　　　　　　　 。　　　　　　 ヽ
長 軸 1 ・1 m 、 ラ豆軸 0 ．7 m 、 深 さ0 ．3 m 。 SK 9 5 に 切 ら れ

る 。 SD 10 4 を 切 る。

土 師 器 坏 （糸 切 り）

・－．　　 ・ ン／　　　　　　　　　　　　　 田　　　　 口ロ　　　　　　　　 ロ士
SK 9 7 楕 円形 土 D ．E －17 1 2 C

後 半

長 軸 1．8 m 、 短 軸 1 ．2 m 、 深 さ0 ．5 m 。 SK ll l に 切 ら 白磁 碗 、 白磁 碗 V ・Ⅵ ．Ⅸ 、 陶 器 、瓦 者言椀 、 土 師 器 不

坑 れ る 。 SK 9 8 を切 る 。 ・皿 （糸切 り）

SK 9 8 ． 円形 土 坑 D ．E －17 1 2 C

後 半

径 1 ．0 m 、 深 さ0 ．8 m 。l S K 9 7 、 S K 99 、 S K ll l に 切 ら 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同 女 円磁 碗 Ⅱ、 白磁 碗 、 白 磁 碗 Ⅱ ・Ⅳ

．18 れ る。 ・Ⅵ 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

白磁 碗 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）SK 9 9 楕 円 形 土

坑

E －18 12 C

後 半

長 軸 0 ．9 m 、 短 軸 0 ・6 m 、 深 さ0 ・2 m 。 SK 9 8 、 S K lO O

を切 る。 S K lO l 、 S K 10 2 よ り新 。

S K lOO 楕 円 形 土 D ．E －1 8 12 C

後 半

長 軸 1．1m 、短 軸 1 ・O m 、 深 さ0 ・2 m 。 S K 99 に切 られ 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同 女 日磁 碗 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅵ 、 白磁

坑 る。 S K lO l を切 る 。S K 10 2 よ り新 。 皿 、 陶 器 、 瓦 器 椀 、土 師 器 坏 （糸 切 り）、石 錘

東 播 系 捏 鉢 、 瓦 器 椀 、土 鍋 、土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）S K lO l 楕 円 形 土

－L．

D ・E －18 12 C 長 軸 1 ．6 m 、短 軸 1 ．0 m 、 深 さ0 ・4 m 。 S K lO O に切 ら

を七　る　　　 9 9 よ り古

S K lO 2
坑

円 形 土 坑 E 一18 ．1 9 12 C
れ る 。S K lO 2　 刀　 。 SK　　　　　 。

径 0 ・8 m 、 深 さ0 ．4 m 。 SK lO l に切 ら れ る。
中 国 陶 器 B 群 四耳 壷 、瓦 器 椀 、 土 師 器 皿 （糸 切 り）

ロ　　－1，　　　　　　　　　　　　　田口
S K 10 3 円 形 土 坑

溝

楕 円形 土

C ．D －18 12 C

－上－∠－．　ヽ　′

径 1．5 m 、 深 さ0 ・3 m 。 白 磁 碗 、 白 磁 碗 V ．Ⅵ ．Ⅸ 、 瓦 器 椀 、 土 師 吉書坏 ．皿

（糸 切 り）

SD 10 4
．19

E ．F －16

～ 1 8

別 半

12 C

前 半

4 ・8 m 確 認 。 幅 0 ．5 m ～ 0 ・8 m 。 深 さ0 ・1 m 。 SD 8 4 、 S

K 8 6 、 S K 9 4 、 S K 96 に切 られ る 。S K 1 12 、 S K 13 1 を切

／　ヽ
瓦 器 椀 、 土 師 器 甕 、土 師器 高 台 付 坏 ．坏 ．皿 （糸切 り）

SK lO 5 Ⅰ－1 7 ・18 1 6 C

る 。 SK 9 5 よ り古 。

長 軸 1 ．2 m 、 短 軸 1 ・O m 、 深 さ0 ．3 m 。 SK 106 、 S K 12 7
白磁 、須 恵 器 甕 、 陶 器 、 染 付 、土 鍋 、 土 師 器 坏 （糸 切

坑 を切 る。 り）

SK lO6

SE 107

S E lO 8

楕 円 形 土 H ．Ⅰ一1 7 12 C 長 軸 1．2 m 、 短 軸 0 ．9 m 、 深 さ0 ．4 m 。 SK 10 5 に切 ら 同安 青 磁 碗 Ⅱ、 青 磁 、 白磁 碗 、 陶器 、 土 鍋 、 土 師 器 坏

坑 ．18 後 半 れ る。

径 3 ・O m の 堀 方 に 径 0 ．6 m の 木 桶 を据 え る。 S D 74 、 S

（糸 切 り）

円形 桶 組 G ・H ー9 13 C
井 筒　 同 安 青 磁 碗 、鋳 型 、取 瓶　 堀 方　 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ

庁r三重三　’　た1－．井 戸

円 形 桶 組

・10

G ・H －9

後 半

12 C

K 78 に切 られ る。 S E 10 8 、 SE 1 09 を切 る。

径 3 ・5 m の堀 方 に径 0 ．5 m の 木 桶 を据 え る 。 SD 7 4 、 S

．Ⅱ ・Ⅲ、 同 安 青 磁 碗 、 岡安 青 磁 皿 Ⅰ、 高 麗 日磁 碗 、

越州 青 磁 碗 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．V ．Ⅵ ．Ⅸ 、 白磁 皿 、

白 磁 水 注 、 中国 陶 器 C 群 捏鉢 、 陶 器 、 瓦 器 椀 、 土 鍋 、

井 筒　 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 青 磁 碗 、 土 鍋 、炉 壁 、 土 師 器 坏

1　　　　　 土　　　 立　　 主 法 一　　 龍 泉青磁 皿 Ⅰ　 同井 戸 ．＼・1 1 末 ～

13 C

初

E 107 に切 ら れ る。 S E 10 9 を 切 る 。 （糸 切 り）　 梶 方　 龍 泉 日磁 碗 Ⅰ、 目邑プR∴巨土間拭　 、

安 青 磁 碗 Ⅱ、 白磁 碗 、 白 磁 碗 Ⅳ ．V ．Ⅵ 、 天 日腕 、 東

播 系 捏 鉢 、 須 恵 器 甕 、 火 舎 、 瓦 器 椀 、 土 鍋 、 取 瓶 、炉

壁 、土 師器 高 台 付 坏 ・坏 ．皿 （糸 切 り）、銭

－66－



遺 構 番 号 種 類

l′　　　　′

位 置 時期 遺　 構　 の　 概　 要

′
出　 土　 遺　 物

S E lO 9 円 形 桶 組 G ．H －8 ・9 12 C 径 3 ．0 ～ 3 ・6 m の 堀 方 に径 0 ．7 m の 木 桶 を据 え る。 S D 井 筒　 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同安 青磁 碗 、 白 磁 碗　 白磁 碗 Ⅳ
井 戸

／　　　　　　．J－．

後 半 74 、 SK 7 8 、 S E 10 7 、 S E lO 8 、 SE 2 39 に切 ら れ る 。

．′

ヽ
・Ⅵ ・Ⅸ 、 陶 器 、 須 恵 器 甕 、 鋳 型 、 炉 壁 、 土 師 器 坏 ．

皿 （糸 切 り）、 土 錘　 堀 方　 同 安 青 磁 碗 、 同安 青 磁 皿

Ⅰ、 高 麗 青磁 碗 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．Ⅴ ・Ⅵ 、 陶 器 甕 、

須 恵 器 甕 、 東播 系 控 鉢 、 須 恵 器 、瓦 器 椀 、 鋳 型 、 取 瓶 、

土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、 土 錘
S K l lO 円 形 土 坑

／　　　　　　　－L・

D －16 1 12 C 径 1 ．1 m 、 深 さ0 ．5 m 。 北 側 撹 乱 を受 け る 。 S E 8 5 に 龍 泉 青 磁 碗 、 同安 青 磁 椀 、青 白磁 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ
後 半 切 られ る。

．′

・Ⅵ ．Ⅸ、 白磁 皿 、 陶器 、 中 国 陶 器 B 群 四 耳 壺 、 瓦 器

椀 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸切 り）

S K l ll 円 形 土 坑

左　　　　 ／

D 、．E －17 径 0 ・6 m 、深 さ0 ．5 m 。 S K 9 7 、 SK 9 8 を切 る 。

S K l 12 楕 円 形 ？

土 坑

／

F －18 1 2 C

前 半

長 軸 0 ．6 m 以 上 、 短 軸 0 ・7 m 、 深 さ0 ．2 m 。 S D 84 、 SD

104 に切 ら れ る。 S K 13 1 を 切 る 。

土 鍋 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

S K 11 3 円形 土 坑

／

E ．F －19 12 C

後 半

径 0 ．6 m 、深 さ0 ．3 m 。

′

岡安 青 磁 碗 、 同安 青 磁皿 、 白磁 碗 、 土 師器 坏 （糸切 り）、

土 錘

S K 114 円形 ？土

坑

F ．G －19 12 C

後 半

径 1 ．8 m 、深 さ0 ．8 m 。 南 側 撹 乱 を受 け る 。 同 安 青 磁 碗 、 瓦 、瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）、

石 錘

1 15 欠番

左　　　　 ／SK 116 楕 円形 土 H ．Ⅰ－18 12 C 長 軸 2 ．3 m 、 短 軸 1 ・7 m 、 深 さ0 ・7 m 。 S K 12 0 に 切 ら 同 安 青 磁 碗 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．Ⅸ　 瓦　 軒 平 瓦　 土
坑

女　　　　 ／

・19 後 半 れ る 。S K 12 6 、 S K 12 7 を切 る 。

／

　ヽ　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、銭

SK 117 楕 円形 土

坑

女　　　　 ／

Ⅰ－13 12 C

後 半

径 2 ．1m 、 深 さ0 ．4 m 。 SK 7 9 に切 られ る 。 岡 安 青 磁 碗 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．V 、 白磁 皿 、 陶 器 、

須 恵 器 甕 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）、 土錘

SK 118 楕 円形 土

坑

老三　　　　′

H ・Ⅰ－12 長 軸 1・O m 。 短 軸 0 ．7 m 、 深 さ0 ．3 m 。 土 師 器 坏 （糸 切 り）

SK l 19 楕 円形 土 Ⅰ．J－11 12 C 南 側 発 掘 区 外 に伸 び る。 長 軸 1 ．6 m 、短 軸 0 ．9 m 以 上 、青 磁 碗 、 白磁 腕 、 白磁 碗 Ⅳ ・Ⅸ 、 中 国 陶 器 A 群 盤　 陶
坑

／　　　　　　　－L

後 半 深 さ0 ．5 m O

′

ヽ
器 、瓦 器椀 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

SK 12 0 円 形 土 坑

左　　　　 ′

H ．I－18 12 C 径 0 ・6 m 、深 さ0 ・4 m 。S K l 16 、 S K 12 6 を 切 る 。 SK 1 27

よ り新 。

陶 器 、土 師 器 坏 （糸 切 り）

S K 12 1 楕 円 形 土

坑

一一Ⅰ＿

H －18 12 C 長 軸 0 ．7 m 、短 軸 0 ．6 m 、 深 さ0 ．5 m 。 S K 1 26 を切 る。

ノ．

白磁 碗 、土 師 器 坏 （糸 切 り）

S K 12 2 土 坑

／

F －19 ・20 12 C 径 1 ．0 m 以 上 。深 さ0 ．4 m 。 S K 1 14 、S K 15 0 に 切 られ る。

ノ

白磁 、 丸瓦 、平 瓦 、 土 師 吉 坏 （糸 切 り）

S K 12 3 円 形 ？土

坑

ノ

I ．J－1 7 12 C

後 半

径 1 ．0 m 、 深 さ0 ・5 m 。 南 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。

′

岡安 青 磁 碗 、青 白磁 合 子蓋 、 白 磁 椀 、 須 恵 器 甕 、 土 師

器 坏 ・皿 （糸 切 り）、 土 錘

S K 12 4 円 形 ？土

坑

左　　　　 ／

C ・D －17 12 C 径 1 ．1m 、深 さ0 ．7 m 。北 側 発一掘 区外 に 伸 び る 。 SE 8 5

に切 られ．る。

′

白磁 腕 、瓦 器 椀 、土 師 器坏 （糸 切 り）

S K 12 5 楕 円 形 ？

土 坑

竜三「「上Ⅱ∴

H －9 12 C 径 0 ．8 m 、深 さ0 ．3 m 残 存 。 SE 77 、 S E 1 09 に 切 られ る。

SE 7 3 、 S D 74 、 SK 78 よ り古 。

瓦 器 椀

S K 12 6 楕 円 形 土

坑

女　　　　 ／

H －18 1 2 C 長 軸 1 ・1 m 、 短 軸 0 ・6 m 以 上 、 深 さ0 ．1m 。 SK l 16 、 S

K 120 、 S K 12 1 に切 ら れ る。

SK 12 7 楕 円 形 土

坑

ノ　　　　　　」L．

Ⅰ－18 12 C 長 軸 0 ．7 m 、 短 軸 0 ．6 m 、 深 さ0 ．3 m 。 SK lO 5 、 S K l 16

に 切 られ る 。 SK 1 20 よ り古 。

′SK 128 円 形 土 坑

／

H －14 12 C 径 1 ．0 m 、深 さ0 ．3 m 。 SK 8 0 に 切 られ る。
SK 129 円形 ？土

坑

ノ

H －14 12 C 径 0 ．9 m 、 深 さ0 ．1m 。 S K 8 0 、 SD 8 2 に 切 ら れ る 。 SK

90 、 SK 13 6 よ り古 。

′SK 130 円形 ？土

坑，

女　　　 ／

E －17 ・18 12 C 径 0 ．7 m 、深 さ0 ．1m 。 SK 9 5 に 切 られ る。

SK 13 1 不 整 円形

土 坑

F－18 12 C 長 軸 1 ・3 m 、短 軸 1．1 m 、 深 さ0 ．9 m 。 SD 84 、 SK 92 に

切 られ る 。

瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

13 2 欠番

丈　　　 ／SK 133 不 整 円形 C －25 ・2 6 12 C 長 軸 1 ．5 m 、 短 軸 1・2 m 、 深 さ0 ・3 m 。 東 側 撹 乱 を受 同 安 青磁 碗 Ⅱ、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅵ 、 白磁 皿　 瓦 器 椀
土 坑

′

後 半 け る 。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、土 錘）

SK 13 4 円形 ？土 B ．C －2 4 12 C 北 側 発 掘 区外 に伸 び る 。 径 2 ．5 m 以 上 、 深 さ0 ．6 m 。 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 龍 泉 青磁 皿 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ　 土 鍋
坑

′　　　　／

～26 後 半 　ヽ　　　　　　　　　　　　ヽ
土 師 器坏 ．皿 （糸 切 り）

SE 1 35 円形 瓦 組 B ．C －2 2 近 世 径 4 ．5 m の 堀 方 に瓦 を径 0 ．8 m の 円形 に組 む 。 北 側 発 堀 方　 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ ．Ⅱ、 岡 安 青 磁 碗 Ⅱ　 越 州 青 磁 水
井 戸

／　　　　　　・－Ⅰ＿

、．24 掘 区外 に伸 び る。 S K 14 3 、 SE 156 を切 る。

′

ヽ注 、 白磁 碗 、 肥 前 染付 、越 州 青 磁 碗 、瓦 質土 器 、 火 舎 、

瓦 、土 師 吉 高 台 付 坏 ．坏 （糸 切 り）、 石鍋

S K 13 6 円 形 土 坑

／

G ・H －27 近 世 径 2 ．3 m 、 深 さ0 ・5 m 。 西 側 撹 乱 を受 け る。 覆 土 中 に 龍 泉 青 磁 碗 Ⅱ、 青磁 椀 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ　 青 白磁 碗

．28 貝 層 あ り。 S D 8 2 を切 る。S K 8 1 、S K 88 、 SK 8 9 、 SK 1 29 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
肥 前 染付 、唐 津 陶 器 、 硯 、 土 鍋 、 瓦 、 炉 壁 、 土 師 器 坏

よ り新 。

′
・皿 （糸 切 り）

S K 13 7 円 形 ？土

坑

′　　　　　　　一一Ⅰ＿

B －2 6 ．2 7 近 世 径 1 ．9 m 、 深 さ0 ．4 m 。北 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。 南 側

撹 乱 を受 け る。

′

白磁 碗 、肥 前 染仲 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

S K 13 8 円 形 土 坑

女　　　　 ／

C ・D －2 7 16 C 径 1 ・2 m 、 深 さ0・4 m 。 南 側 撹 乱 を受 け る。 青 磁 碗 、 白磁 碗 、 明 染 付 、 瓦 、 羽 口
S K 13 9 楕 円 形 土 D 、．F －2 6 近 世 長 軸 3 ・4 m 、 短 軸 2 ．5 m 、 深 さ0 ・7 m 。 東 側 発 掘 区 外 青 磁 碗 、越 州 青 磁 水 注 、 白磁 碗 、 肥 前 染 付 、 瓦 器 椀

坑

ノ

、・2 8 に伸 び る。 SK 173 、 SK 174 を切 る 。 ヽ
土 鍋 、土 師器 坏 ・皿 （糸 切 り）

S K 14 0 楕 円 形 土 F ．G －2 4 16 C 長 軸 2 ．2 m 、 短 軸 1 ．8 m 、 深 さ0 ・7 m 。 東 側 撹 乱 を 受 青 磁 碗 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ、 青 白磁　 中国 陶 器 A 群 般
坑

女　　　　 ノ

・2 5 け る 。 SK 14 1、 SD 1 58 を切 る。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿 ヽ
瓦 器 椀 、 瓦 、土 師 器坏 ・皿 （糸 切 り）

S K 14 1 楕 円 形 ？

土 坑

E ．F －2 5 12 C

後 半

長 軸 1 ・0 m 以 上 。短 軸 1 ．1 m 。 SK 14 0 に 切 ら れ る。 青 磁 皿 、 白磁 碗 Ⅳ 、土 師器 坏 ・皿 （糸 切 り）

SK 14 2 楕 円 形 土

坑

E －23 長 軸 1 ．0 m 、短 軸 0 ・9 m 、深 さ0 ・6 m 。 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

SK 143 楕 円 形 ？

土 坑

C －2 2 ．23 近 世 長 軸 1・7 m 以 上 、 短 軸 1．2 m 、 深 さ0 ．9 m 。 S E 13 5 に

切 られ る 。 SE 156 を切 る。

青 磁 、 白磁 碗 、肥 前 染 付 、 瓦 器椀 、土 師 器 坏 （糸切 り）

SK 144 不 整 円 形

土 坑

C －2 2 径 0・8 m 、深 さ0 ．2 m 。

SK 14 5 長 楕 円形

土 坑

C －2 1 13 C

前 半

長 軸 1 ・1 m 、 短 軸 0 ．4 m 、 深 さ0 ・3 m 。 南 側 撹 乱 を受

け る 。
龍 泉 青 磁 碗 Ⅱ、 白磁 碗 、瓦 、土 師吉 坏 （糸切 り）

SK 14 6 楕 円形 土

坑

′

D ・E －2 1 長 軸 1 ・1 m 、 短 軸 0 ・8 m 、 深 さ0 ．2 m 。 東 側 撹 乱 を受

け る 。
土 師 吉 坏 （糸 切 り）

SK 14 7 楕 円形 土

坑

E ・F－2 1 12 C 長 軸 1 ・3 m 、 短 軸 0 ・9 m 、 深 さ0 ・4 m 。 SK 14 8 を切 る 。 中 国 陶器 A 群 盤 、 天 日碗 、瓦 器 椀 、 土 師 器坏 （糸 切 り）

S K 14 8 楕 円形 ？

土 坑

′

E －2 1 12 C 長 軸 1．0 m 以 上 、 短 軸 0 ．9 m 、 深 さ0 ．3 m 。 S K 14 7 、 S

K 14 9 に 切 られ る 。

土 師 器 坏 ・（糸 切 り）

S K 14 9 楕 円形 土 E ．F－20 12 C

後 半

長 軸 2 ・1 m 、 短 軸 1 ．6 m 、 深 さ0 ・4 m 。 S K 1 5 0 に 切 ら 岡安 青 磁 碗 Ⅱ、 白磁 碗 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）
坑

女　　　　 ／

．2 1 れ る。 S K 148 を切 る 。

S K 15 0 楕 円 形 土

土工

F ．G －20 12 C

後 半

長 軸 1 ・6 m 、短 軸 1 ．4 m 、 深 さ0 ・8㎡ 。 SK 122 、 SK 14 9 、

15 1 を七　る　　　　　　　　　　　　　 杭

岡安 青 磁 碗 、 白 磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ、 陶 器 、 土 師 器 坏 ・皿

／
S K 15 1

リL
楕 円 形 土

土育

F ．G －2 0
f

12 C
イふ．　ヽ　′

SK　　　 刀　 。 S K 170 、 S K 17 1 よ　0 新 。

長 軸 1 ・4 m 、 短 軸 1 ．0 m 、 深 さ0 ．5 m 。 S K 1 50 に 切 ら

（糸切 り）

青 磁 、 陶 器 、 瓦 器 椀 、 瓦 、 土 師 吉 坏 （糸 切 り）

S K 15 2
リL
不 整 円 形

土 坑

．21

F ・G －2 2

後 半 れ る。 SK 170 、 SK 17 1 を切 る 。

長 軸 1 ．4 m 、 短 軸 1 ・1 m 、 深 さ0 ．3 m 。 SD 84 を 切 る 。 瓦 器 椀 、土 鍋 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

－67－



遺 構 番 号 種 類 位 置 時 期 遺　 構　 の　 概　 要 出　 土　 遺　 物

、√S K 153 楕 円形 土

坑

G 一2 4 長 軸 1 ・1 m 、 短 軸 0．5 m 、深 さ0 ・2 m 。 瓦 器 椀 、 土 師 器 高 台 付 坏 ．坏 （糸 切 り）

メ・　　　　　　 鱒・　　　　　　 ロ　　　　　　　 口　　　　 金周ロレS K 154 円 形 ？土

坑

G －26 12 C 径 0 ．8 m 、 深 さ0 ・3 m 。 東側 、 西 側 撹 乱 を受 け る。 深

さ0 ．3 m 。

白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ 、 陶器 、 土 師 器 皿 （糸 切 ））

とⅠ．．　　　　　　　　 〆．．　　　　　　 ．．・1上・、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロS K 15 5 隅 丸 方 形

土 坑

D ・E －22 近 世：長 軸 1．2 m 、 短 軸 1 ．1 m 、 深 さ0 ．3 m 。 S K 15 7 を切 る 。 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅶ 、 肥 剛 染 付 、 火 鉢 、 土 鍋 、土 師 器 坏

（糸 切 り）

ン。Ⅰ，　　　　　　　　 ノづ」．　　　　　　ン一．　　　　　　　　　　　　 とL．S E 15 6 円 形 桶 組 C ．D －2 2 12 C

後 半

s E 13 5 に 切 られ る 。 堀 方 径 0 ．3 m 。 径 0 ．7 m の 木 桶 を 井 筒　 龍 泉 青磁 碗 Ⅰ、 同 女 青 磁 碗 Ⅱ 、 白磁 碗 Ⅳ 、 中 国

井 戸 －2 4 井 筒 に据 え る 。 陶 器 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 高 台 付 坏 ・坏 ・皿 （糸 切 り） 堀

方 龍 泉 青 磁 碗 I 、 白磁 碗 ．皿 、 青 白磁 合子 、 瓦 器 椀 、

土 師器 高 台 付 坏 ．坏 ．皿 （糸 切 り）

SK 15 7 円 形－土 坑 D ．E －2 2

・23

径 1．5 m 、 深 さ0 ．3 m 。 SK 15 5 に 切 ら れ る 。 S K 16 5 を

切 る 。

土 師 器 坏 （糸 切 り）

　ヽ　ンノー　　　　　　　　ヽ　　ンC1・　　　　　　　　　　　　ロSD 1 58 東 西 溝 F －23 － 2 8 16 C 東 側 発 掘 区外 に 伸 び る，。 長 さ 10 m 確 認 。 帽 1 ．0 m 、 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 白磁 椀 、 白磁 碗 Ⅳ 、 陶 器 、 瓦 質 擂 鉢 、

深 さ0 ・3 m 。 火 舎 、 土 鍋 、 瓦 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸切 り）、銭

SK 159 円 形 ？土

坑

F－27 径 0．6 m 。 S D 158 に切 ら れ る 。 土 師 器 坏 （糸 切 り）

SK 160 楕 円形 土

坑

F ．G －2 5

・2 6

長 軸 0 ・8 m 以 上 、 短 軸0 ．6 m 。 S D 15 8 に切 られ る 。 土 師 器 坏 （糸 切 り）

、　〆．　　　　　　　　　　　　　 言　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ヽ′　　　　　　　　　　　　 口S K 16 1 楕 円形 ？ H へ．．J－2 7 12 C

後 半

東 側 発掘 区外 に伸 び る。 長 軸 2．1m 、 短 軸 1．3 m 以 上 。 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 中 国 陶器 A 群 盤 、 丸 瓦 、 平 瓦 、土 師 器

土 坑 ．2 8 発 掘 区 壁 の 崩 落 で 底 ま で 出 せ な か っ た 。 深 い の で 井

戸 か も しれ な い。 S K 16 8 に切 られ る 。

坏 ・皿 （糸 切 り）

／S K 16 2 楕 円形 土

坑

Ⅰ－26 西 側 撹 乱 を受 け る。 長 軸 0 ・8 m 以 上 。1短軸 0 ．7 m 、深

さ0 ．3 m 。 S K 16 8 を 切 る 。

土 師 器 坏 （糸切 り）

一，　　　　 ロ　　　　　　　 日　　　　 立1 Ⅲか－S K 16 3 楕 円 形 土

坑

H ・Ⅰ－24

・2 5

12 C

後半

東 側 、西 側 撹 乱 を受 け る 。 長 軸 1 ．1 m 、 短 軸0 ．6 m 残

存 、深 さ0 ．7 m 。

龍 泉 青 磁 皿 、 白 磁 椀 、 陶 器 、 土 師 器 坏 （糸切 ））

と．．．　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　 言　　　　　　 1S K 16 4 楕 円 形 土

坑

E －2 2 長 軸 0 ・7 m 、 短 軸 0 ．6 m 、 深 さ0 ．4 m 。 西 側 撹 乱 を受

け る。 S K 16 5 を切 る。

天 日碗 、 瓦 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 口　　　　　　 1SK 16 5 楕 円 形 土

坑

E －2 2 ．23 12 C 長 軸 0 ・9 m 、短 軸 0 ・7 m 、深 さ0 ．5 m 。 S K 15 7 、 S K 16 4

に切 られ る 。

白磁 椀 、 瓦 器 椀 、 土 鍋 、 土 師 器 坏 （糸切 り）

SK 16 6 楕 円 形 土

坑

Ⅰ－2 2 近 世 長 軸 0 ．8 m 、 短 軸 0 ．6 m 、 深 さ0 ・4 m 。 西 側 攪 乱 を 受

け る 。S K 16 7 を切 る 。

陶 器 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

kL・　　　　　　　　　　　　　　　　 言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日SK 1 67 楕 円 形 土

坑

Ⅰ一2 2 近 世 長 軸 0 ．9 m 、 短 軸 0 ．7 m 、 深 さ0 ．5 m 。 西 側 攪 乱 を 受 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ 、 中 国陶 器 A 群 盤 ・C 群 提 鉢 、国 産

け る 。 SK 16 6 に 切 られ る。 陶 磁 器 、 瓦 器 椀 、土 師器 坏 ．皿 （糸 切 り）－0　土 錘

、　－，　　　　　　 －，　　　　　　 未SK 168 楕 円 形 ？ Ⅰ－26 ．27 近 世 南側 発 掘 区 外 に伸 び る 。 長 軸3 ．6 m 、 短軸 1．4 m 以 上 、 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ ．Ⅲ、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ 、 口 ノし白磁 、 国

．む土 坑 深 さ1 ・O m 。 S K 16 2 に切 られ る 。 SK 16 1 を切 る 。 産 陶 磁 器 、土 鍋 、瓦 、土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、 石 鍋 、

土 錘 、 銭

SK 169 方 形 ？土

坑

Ⅰ－25 ・2 6 南 側 発掘 区外 に伸 び る。 長 軸 1・6 m 、 短 軸0 ．9 m 以 上 、

深 さ0 ．7 m 。 上 部 に撹 乱 を 受 け る 。 鹿 部 に石 組 が あ

る。
ロ　　　　　　　　　　　　　　／

S K 170 楕 円形 ？

土 土育

G 一20 ．2 1 12 C

後 半

長 軸 1 ．4 m 、 短 軸 0 ・8 m 以 上 、深 さ0 ．5 m 。 S D 84 、 SK

15 1 に 切 られ る　 SK 17 1 を切 る。 S K 150 よ り古 。

瓦 器 椀 、 瓦 、 羽 口 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

S K 17 1
リL

楕 円 形 土

坑

F ・G －2 1 12 C
。

長 軸 1・2 m 、 1短軸 0 ．7 m 、深 さ0 ．8 m 。 S D 84 、 SK 15 1、

SK 170 に切 ら れ る。 S K 15 0 よ り古 。

白磁 椀 、 陶 器 、 瓦 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

S K 17 2 楕 円 形 土

坑

F －2 7 上 部 攪 乱 を受 け る。 S D 1 58 に切 ら れ る 。 残 存 部 で 長

軸 1．0 m 、 短 軸 0 ・6 m 、 深 さ0 ・4 m 。

瓦 、土 師 器 坏 （糸 切 り）

S K 17 3 楕 円 形 土 E ．F －27 東 側 撹 乱 を受 け る。 S K 139 、 S D 158 に切 られ る 。 残 白磁 、 瓦 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）、 土 錘

土工 ・28 子立 で　 1 5 m　 豆 1・1m　 深 さ0 ・4 m 。

SK 17 4
リL
円 形 ？土

坑

E ，2 6
言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

南 側 才覚乱 を受 け る 。 SK 138 に切 られ る 。 残 存 部 で 径

0 ．7 m 、 深 さ0 ・2 m 。

土 師 器 皿 （糸 切 り）

立　　　　 、浣－＋ ビ1 砧幻惑－．
SE 175 円 形 瓦 組1 B ．C －4 2 近 代 長 軸 3 ．7 m 、 短 軸 2 ．4 m の 楕 円形 の 堀 方 に 瓦 を径 0 ．8 井 筒　 陶 器 、瓦 、砥 石　 堀 方　 龍 泉青 磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ 、

井 戸 m の 円 形 に組 む。 SE 17 6 、 SK 1 77 、 SE 187 、 S E 19 6 、 S 肥 前 染付 、型 紙 給 付 、 国 産 陶 磁 器 、 七輪 、 瓦 、軒 平 瓦 、

E 20 2、 SE 20 3 を切 る 。 イ イ ダ コ壺

言　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　 龍　一SE 176 円 形 瓦 組．B ．C －4 1 近 代 長 軸 3 ．7 m 、 短 軸 2 ・4 m の 楕 円 形 の 堀 方 に 径 0 ・7 m の 井 筒　 火 舎 、土 師器 坏 （糸 切 り）　 堀 方　 白磁 碗 Ⅳ ・

　ヽ　　言井 戸 円 形 の 井 筒 の 痕 跡 。 瓦 2 枚 残 存 。 S E 17 5 に切 られ る 。 Ⅵ 、 中 国 陶 器 C 群 控 鉢 、肥 前 染 付 、 国 産 陶磁 器 、 火鉢 、

SK 1 77　 SE 187　 SE 196　 SE 2 0 2 、 S E 20 3 を切 る 。 瓦 、 土 師器 坏 ・皿 （糸 切 り）

SK 177 円形 土 ±育 B －4 1 近 代
　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　ヽ

径 6 5 m　 深 さ0 2 m 。 S E 17 6 に 切 られ る 。
肥 前 染 付 、 国 産 陶磁 器 、 土 師 質 深 鉢

SK 178
ノ　　 リL

円形 ？土

坑

C －43 近 世
ヽ

北 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。径 1 ．4 m 以 上 、 深 さ0 ．3 m 。

SE 175 に切 られ る。 S K 17 9 を切 る 。

青 磁

、　ンご1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　　と1－．　　　　　　 ロ　　　　　 ・・一一LL 、．
S K 179 円形 ？土 C －4 3 ・44 近 世 北 側 発 掘 区外 に伸 び る 。 径 1 ・5 m 以 上 、 深 さ0 ・7 m 。 岡安 青 磁 碗 、 青 磁 皿 、 白磁 碗 く　陶 器 、肥 別 染 付 、 土 師

坑 SK 178 に切 られ る。 S E 17 5 よ り古 。 器 坏 （糸 切 り）

、　－，　　　　　　　　　　　　　 口　　 ∠　古　 口
S E 18 0 円 形 桶 組 C ．D －4 3 12 C 南 側 撹 乱 を受 け る 。堀 方 径 2 ・1 m 残 存 。 径 0．7 m の 木 堀 方　 青磁 碗 、 白磁 碗 、 白磁 皿 、 陶 器 、 須 心 器 甕 、土

井 戸 ・4 4 後 半 桶 を井 筒 にす る 。 鍋 、 瓦 器 椀 、 平 瓦 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

ノ亡　　　　　　　　　ロS K 18 1 円 形 土 坑 D －4 1 近 代 径 0 ．7 m 、 深 さ0 ．4 m 。 SK 18 2 、 S E 19 6 、 SE 2 02 、 SE 20

3 を切 る。 SD 193 よ り新 。

国 産 陶 磁 器 、 須 恵 器 甕 、丸 瓦

一一・ユー1．．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言S K 18 2 円 形 土 坑 D ．E －4 1 近 代 径 1・7 m 、深 さ0 ．8 m 。 試 掘 トレ ンチ 、 S K 18 1 に 切 ら 岡 安 青 磁 皿 Ⅰ、 肥 別染 付 、 国 産 陶磁 器 、 瓦 、丸 瓦 、 七

．4 2 れ る。 S D 19 3 を切 る 。 輪 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、 銭

SK 18 3 円 形 土 坑 E －4 1 近 世 径 0 ．6 m 、 深 さ0 ・4 m 。 SD 193 を切 る。 陶 器 椀 、 瓦 、土 師器 坏 （糸切 り）

／・ナ－　　　　　　　　　　　 ’　－．　　　　 まま　－．SK 18 4 円 形 ？土 C ．D －4 5 近 世 北 側 発 掘 区外 に 伸 び る 。 残 存 部 径 2 ・5 m 。 東 側 撹 乱 同 安 青 磁 碗 Ⅰ ．Ⅱ、 同女 青磁 皿 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ 、

ロ　　　　　　　　　　　　　　／坑 ．4 6 を 受 け る 。．S K 18 6 、 S K 2 6 7 に 切 ら れ る。 S K 2 0 1 を 切

る 。

陶 器 甕 、 措 鉢 、 火 合 、土 鍋 、 平 瓦 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸

切 り）

、　－L．　　　　　　 言　　　　　　　　　　　　 日　　　　　　　日SK 18 5 楕 円 形 土

坑

D ．E －4 6 13 C

前 半

長 軸 1 ．6 m 、 短 軸 1 ．4 m 、 深 さ0 ．3 m 。 SD 194 、 S K 2 6 7 龍 泉 青 磁 碗 Ⅱ、青 磁 碗 、陶 器 、 中 国 陶 器 C 群 捏 鉢 、 瓦 、

に 切 られ る 。 軒 丸 瓦 、土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

、　kL－．　　　　　　　　　　　、　　と．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言SK 186 隅 丸 方 形 D ・E －4 5 近 世 長 軸 1 ．6 m 、 短 軸 0 ・9 m 。 S K 2 6 7 に切 られ る 。 SK 18 4 青 磁 碗 、 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 白 磁 碗 、 瓦 、 土 師 器 坏 ・皿

土 坑 を切 る 。．SK 2 0 1 よ り新 。 （糸 切 り）

言　　　　　　　　　l0
SE 187 円形 井 戸 C ．D －4 1 近 世 長 軸 3 ．7 m 、短 軸 2 ．4 m の 楕 円 形 の 堀 方 に径 0 ・6 m の 井 筒　 火 鉢 、 瓦　 堀 方　 須 恵 器 甕 、 唐 津 陶 器 、 瓦 器 椀 、

・4 2 円 形 の 井 筒 の痕 跡 。 瓦 の 抜 き取 りか 。 SE 1 75 、S E 17 6

に切 ら れ る 。SK 17 7 、 S E 196 、 S E 20 2 、 SE 2 03 を 切 る 。

土 師 器 坏 （糸 切 り）

膚．．　　　　　　　　　 ′十・三圭乙　　　が－．　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　 ー⊥上．・’S K 188 楕 円形 土 G ．H －4 2 近 世 長 軸 3 ．5 m 、短 軸 2 ・3 m 、 深 さ 1・1 m 。 S E 198 、 S E 20 5 青 磁 碗 ．皿 、 同 女 日磁 碗 、 瓦 器 椀 、 土 鍋 、 肥 削染 付 、

坑 ．4 3 を切 る。 唐 津 陶 器 、火 舎 、 丸 瓦 、 平 瓦 、土 師器 坏 ．皿 （糸 切 り）

－1∠－．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　口S K 189 楕 円 形 土 F －4 1 近 代

l

l

長 軸 0 ・6 m 、短 軸 0 ・3 m 、 深 さ0 ．3 m 。 S D 19 5 を切 る。 肥 剛 染イ寸、 土 瓶 、 国 産 陶 磁 器 、 瓦 、 銭

S K 19 0

坑

楕 円 形 土 F －4 3 ．44 東 側 攪 乱 を受 け る 。 長 軸 1 ．8 m 、短 軸 1 ・0 m 、深 さ0 ．5

時 の埋 葬 土壌

イ イ ダ コ壷 、 土 師器 坏 ．皿 （糸切 り）

′1－．1一1′ヽ1
坑

－L古　田 ．11・／　l－
一一一一．－　　　1　′．ヽU －∠土J

㎡。 ．．．　　　　　　　　　　 。 書巨一白書扁治癒 T　 ．万‾妾呈姑 －　小 倉 一　十 自両署呈抹 ・m （糸切 り）
○止ゝ⊥ツ⊥ ↑肯「1刀クコ二

を切 る

SK 19 2
坑

楕 円 形 土 F ．G －42
。

長 軸 1 ・0 m 、 短 軸 0 ．6 m 、 深 さ0 ．5 m 。 S K 1 9 1 に 切 ら 陶 器 甕 、 土 師器 坏

坑 ．43 れ る 。 SK 19 9 を切 る 。

－68－



遺 構 番 号 種，類 位 置 時 期　　　　　　　　　 遺　 構　 の　 概　 要 出　 土　 遺　 物
SD 193 東 西 溝 D ～ F－33 16 C 2 2 m 確 認 。 東 側 撹 乱 を受 け る 。 SD 1 94 に接 続 か 。 幅 龍 泉青 磁 碗 Ⅱ、 岡 安 青 磁 碗 Ⅱ、 青 磁 皿 、 白磁 碗 ．皿

－44 1 ．5 ～ 2 ．3 m 、 深 さ0 ．3 － 0 ．4 m 。 S K 18 2 、 S K 18 3 、 S D ヽ李 朝 粉 青 沙 器 、 陶 器 、 中 国 陶 器 A 群 盤 、 須 恵 器 甕 、 瓦

2 2 1、 SK 2 29 、 S K 23 0 、 S K 23 1 に 切 られ る 。 SE 197 、 S 質捨 鉢 、 備 前 措 鉢 、 軒 丸 瓦 、 丸 瓦 、 平 瓦 、土 鍋 、 イ イ
E 2 04 、 SK 22 2 を 切 る 。 ダ コ壺 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）、 石鍋 、 石 球

SD 1 94 東 西 溝 D ・E －4 6

・47

16 C 東 側 発 掘 区外 に伸 び る 。 SK 18 5 に 切 ら れ る 。 2 ．0 m

確 認 。 幅 0 ．7 m 、 深 さ0 ・2 m 。

陶 器 甕 、 瓦

SD 1 95 東 西 溝

ノ　　　　1

F －4 1 ・42 長 さ3 ・3 m 、 幅 0 ．4 ～0 ．5 m 、深 さ0 ．1 m 。 土 師器 坏 （糸切 り）

SE 1 96 円 形 桶 粗 C ．D －4 2 12 C 北 側 S E 17 5 、 S E 176 、S E 1 87 に切 られ る 。堀 方 長 軸 4 ・2 井 筒　 土 鍋 、 瓦 器椀 、 土 師 器 皿 （糸 切 り）　 堀 方　 白
井 戸

／　　　　1

前 半 ㎡ 以 上 、 短 軸 3 ・0 m 残 存 。 径 0 ．5 m の 木 桶 をSE 20 2 、 磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ・Ⅵ 、 中 国 陶 器 A 群 盤 、 須 恵 器 甕 、 土

SE 2 03 と と も に据 え る。 師 器 坏 ．皿 （糸切 り）、砥 石

S E 1 97 円 形 桶 組 D ・E －43 12 C 東 側 撹 乱 を受 け る。 堀 方 径3 ．3 m 。 径 0 ．7 m の木 桶 を 井 筒　 龍 泉 青 磁 碗 Ⅱ、 同安 青 磁 碗 、 土 鍋 、 瓦 器 椀　 土
井 戸

／　　　　1

．4 4 後 半 SE 2 04 と と も に据 え る。 ヽ
師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）　 堀 方　 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同 安 青

磁 碗 、 同安 青 磁 皿 Ⅰ、 白磁 碗 Ⅳ ．Ⅵ 、 陶 器 、 瓦 器 椀 、

土 師 器 坏 ．皿 （糸切 り）、 石 球
S E 19 8 円 形 桶 粗 G ．H －4 2 13 C SK 188 に切 ら れ る 。 SE 2 0 5 を切 る 。 径 2 ・8 m の 堀 方 に 井 筒　 青 磁 皿 、 白磁 碗 Ⅳ 、 口禿 白磁　 堀 方　 青 磁 皿

井戸

女　　　　 ／

．4 3 後 半 径 0 ．6 m の木 桶 を据 え る 。 ヽ白磁 碗 Ⅳ 、 口禿 白磁 、 陶器1甕 、土 鍋 、 瓦 器 椀 、 土 師 器

坏 （糸 切 り）

S K 19 9 楕 円 形 土

坑

、．由一

F ・G －4 3 長 軸 1．3 m 、 短 軸0 ．7m 、 深 さ0 ・3 m 。 S K 19 0 、 S K 19 1、

SK 19 2 に 切 られ る 。

龍 泉 青 磁 碗 、 岡安 青 磁 碗 、土 師器 高 台付 坏 、 陶 器

SX 20 0 ユ星物 集 中

部

／

F 、－H －4 6

－ 4 8

12 C

前 半

標 尚0 ・8 m ～ 1・2 m の 2 ．3 × 2 ・6 m に広 が る骨 の集 中部 。 白磁 碗 Ⅵ 、 中国 陶 器 四耳 壺 、瓦 器 椀

SK 2 0 1 不 整 円 形 C ．D －4 5 近 世 北側 発 現区 外 に伸 び る 。 長軸 1．2 m 以 上 、 短 軸 1．1m 、 青磁 碗 、 陶器 、火 舎 、 瓦 器椀 、土 師 器 坏 ・皿 （糸切 り）
土 坑

′　　　　1

・4 6 深 さ0 ．5 m 。S K 18 4 に 切 ら れ る 。S K 1 86 、S K 2 67 よ り古 。

SE 2 0 2 円形 桶 粗 C ．D －4 1 12 C 北 側 SE 1 75 、 SE 17 6 、SE 18 7 に 切 られ る。堀 方 長 軸 4 ．2 井 筒　 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ 、 陶器 甕 、 土 鍋 、 瓦　 瓦器 椀
井 戸

ノ－　　　　1

．4 2 後 半 ㎡ 以 上 、 短 軸 3 ・0 m 残 存 。 径 0 ．6 m の 木 桶 をS E 1 96 、 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）　 堀 方　 瓦 器 椀 、土 師器 坏 ．

S E 20 3 と と もに据 え る 。 皿 （糸 切 り）

SE 2 03 円形 桶 組 C ・D －40 12 C 北 側 S E 1 75 、 SE 17 6 、SE 18 7 に 切 られ る。堀 方 長 軸 4 ．2 井 筒　 瓦 器 椀
井 戸

ノ1　　　1

．4 1 後 半 ㎡ 以 上 、 短 軸 3 ．0 m 残 存 。 径 0 ．6 m の 木 桶 をS E 19 6 、／ノ．

S E 20 2 と と もに据 え る 。

SE 2 04 円 形 桶 組 D ・E －4 2 12 C 東 側 撹 乱 を受 け る 。 堀 方 径 3 ．3 m 。 径 0 ・6 m の 木 桶 を 井 筒　 白磁 碗 、 白磁 水 注 、 陶 器 甕 、 須 恵 器 甕 、土 鍋
井 戸

／　　　　1
・43 後 半 S E 19 7 と と もに据 え る 。 ヽ

瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、 石 球
SE 2 05 円 形 桶 組 G ・H －4 1 12 C S K 188 、 SE 198 に 切 られ る 。 径 0 ．5 m の木 桶 を据 え る。 井 筒　 土 師 器 高 台 付 坏 ・坏 （糸 切 り）　 堀 方　 龍 泉 青

井 戸

／

．42 後 半 磁 碗 、 岡 安 青磁 皿 Ⅰ、 白磁 碗 Ⅳ ・Ⅵ 、 陶 器 甕 、 須 恵 器

甕 、瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

SK 20 6 楕 円 形 土 H ・Ⅰ－3 9 近 世 長 軸 2 ・0 m 、 短 軸 1 ．5 m 、 深 さ0 ．6 m 。 S K 20 7 、 SK 2 10 肥 前 染仲 、 国 産 陶 磁 器 、 火 舎 、 土 製 人 形 、 瓦 、 銭
坑

ノ

・4 0 を切 る。 SK 2 37 よ り新 。

S K 20 7 隅 丸 方 形 I－3 9 ．4 0 近代 長 軸 1．8 m 、 短 軸 1 ．3 m 、 深 さ0 ・6 m 。 東 側 と西 側 の 肥 前 染 付 、唐 津 陶 器 、 国 産 陶 磁 器 、 瓦 器 椀　 瓦　 土 師
土 坑

左　　　　 ／
壁 際 に板 材 を立 て る 。S K 20 6 に 切 られ る 。 　ヽ　　　　　　　ヽ

器 坏 ・皿 （糸切 り）
S K 20 8 楕 円 形 土 G ．H －39 12 C 長 軸 1 ・3 m 、 短 軸 0 ・8 m 、 深 さ0 ．5 m 。 S K 2 10 、 S K 23 7 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 岡 安青 磁 皿 Ⅱ、 陶 器 、 瓦 、 土 師 器 坏 ．

坑

女　　　　 ／
．4 0 後 ．半 を切 る。 皿 （糸 切 り）

S K 20 9 楕 円 形 土

坑

左　　　　 ／

G －40 12 C

後 半

長 軸 0 ．9 m 、 短 軸 0 ．8 m 、 深 さ0 ．2 m 。 SK 2 10 を切 る 。 土 鍋 、土 師器 坏 （糸切 り）

S K 2 10 楕 円 形 土 G ・H －39 12 C 長 軸2 ．5 m 、 短 軸 2．2 m 、深 さ0 ．3 m 。 S K 20 6 、 S K 2 08 、 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同安 青 磁 碗 Ⅱ、 白磁 碗 、 瓦 器 椀　 土 鍋
坑

女　　　　 ／

・4 0 後 半 SK 2 09 に 切 られ る。SK 2 37 を切 る。東 側 撹 乱 を受 け る 。 　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ
土 師 著書坏 （糸 切 り）

S K 21 1 楕 円 形 土

坑

左　　　　 ／

H ・I－38

．3 9

長 軸 1 ・0 m 、短 軸0 ．8 m 、 深 さ0 ．2 m 。

SK 2 1 2 楕 円形 土 G ・H －38 1 2 C 長 軸 1 ．6 m 、短 軸 1．5 m 、深 さ0 ・3 m 。

′

龍 泉 青磁 碗 Ⅰ、 岡安 青 磁 皿 Ⅱ、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．Ⅵ
坑

′　　ぐ　」」

・3 9 後 半 ヽ
瓦 、 土 師 器 高 台 付 坏 ・坏 ・皿 （糸切 り）

SK 2 13 円形 土 坑

／

D ．E －39

．4 0

近 代 径 1・4 m 、深 さ0 ．7 m 。

ノ

肥 前 染 仲 、 国 産 陶 磁 器 、火 舎 、擂 鉢 、 瓦 、 土 師 器 坏 、

石 球

SK 2 14 円形 ？土

坑

／

D －3 8 近 世 径 0・7 m 、深 さ0 ．2 m 。 SK 2 15 を切 る。 瓦

SK 2 15 円形 ？土

坑

－L

D 13 8 ．39 近 世二北 側 発 掘 区外 に 伸 び る。 径 1 ．8 m 以 上 。 深 さ1．6 m 。

西 側 撹 乱 を受 け る 。 SK 2 14 に切 られ る。

白磁 碗 Ⅳ 、 火 舎 、 瓦 、 土 鍋

SK 2 16 土 坑

／　　　　　・一一」

D ．E －3 7

・38

北 側 発 掘 区 外 に 伸 び る 。 東 側 撹 乱 を受 け る 。 径 1．5

m 以上 、 深 さ1 ．3 m 。 SK 2 38 に切 ら れ る 。 SK 2 17 よ り
古 。

′

瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

SK 2 17 円 形 土 坑

／

E －3 7 近 代 径 0 ．9 m 、深 さ0 ・4 m 。 西 側 撹 乱 を受 け る 。 SK 2 38 を

切 る。 S K 21 6 よ り新 。

陶 器 、 国 産 陶 磁 器 、 瓦

SK 2 18 方 形 ？土

坑

／

E －3 6 南 側 撹 乱 を受 け る 。 残 存 部 で 径 0 ．8 m 、 深 さ0 ・2 m 。 土 師 器

S K 2 19 長 楕 円 形

土 坑

D －34 ．35 近 世 北 側 発 掘 区 外 に伸 び る。東 側 撹 乱 を受 け る 。長 軸 1 ・2

m 以 上 、 短 軸 0 ・3 m 以 上 、 深 さ0 ．5 m 。 S D 22 0 を切 る。

青 磁 、 肥 前 染 付 、 陶 器 、 丸 瓦

S D 22 0 南 北 溝 D ．E －34 12 C

後 半

北 側 発 掘 区 外 に伸 び る。南 側 撹 乱 を受 け る 。長 さ2 ．・2

m 確 認 。 幅 0 ．4 m 、 深 さ0 ．1m 。 SK 2 19 に切 られ る 。

青 磁 碗 、 白磁 碗 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

S D 22 1 南 北 清

畠　　　　 ／

D ～J－32 近 代 南 北 発 掘 区 外 に伸 び る 。 撹 乱 を受 け る。 長 さ11 m 確 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同 安 青磁 碗 Ⅱ、 岡 安 青 磁 皿 、 白磁 碗
．3 3 認 、 幅 2 ・2 m － 2 ・5 m 、 深 さ0 ・4 m 。 SK 2 3 4 に 切 ら れ ヽ白磁 碗 Ⅱ ．Ⅳ ・Ⅵ ・Ⅷ 、国 産 陶 器 、 天 日碗 、須 恵 質 鉢 、

る。 SD 193 、 SE 2 35 を切 る 。 瓦 、瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

S K 22 2 楕 円 形 土 F ．G －3 5 13 C 長 軸 3 ・0 m 、 短 軸 1 ・6 m 、 深 さ0 ．9 m 。 SD 1 93 に切 ら 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 Ⅱ、 白磁 碗 、 陶 器 、 土 師 質 鉢 、 丸 瓦
坑

左　　　　 ノ

．3 6 前 半 れ る。 ヽ
平 瓦 、瓦 器 椀 ．土 師 器 高 台付 坏 ．坏 ．皿 （ヘ ラ切 り ・

糸 切 り）
SK 2 23 楕 円 形 土

坑

左　　　　 ノ

G －36 近 代 南 側 撹 乱 を受 け る。 長 軸 1．3 m 、短 軸 7 ・7 m 残 存 、深

さ0 ・7 m 。

銭

SK 2 24 楕 円 形 土

坑

ノ

H －36 近 世 東 側 撹 乱 を受 け る。 長 軸 0 ・8 m 残 存 、短 軸 0 ・7 m 、深

さ0 ．4 m 。 S K 23 2 を切 る 。

瓦

SK 2 25 円形 ？土

坑

Ⅰ－3 7 ．3 8 近 世 南 側 発 掘 区 外 に伸 び る。 東 側 撹 乱 を受 け る。 残 存 部

で 径 0．6 m 、深 さ0 ．2 m 。

瓦

SK 2 26 楕 円形 土

坑

／

Ⅰ－37 近 世 長 軸 1．0 m 、短 軸 0 ・8 m 、深 さ0 ．4 m 。 瓦

SK 2 27 円形 ？土

土工

Ⅰ－36 ・37 近 世 南 側 発掘 区 外 に 伸 び る。 径 1．2 m 、深 さ0 ．5m 。 肥 前 染 付 、 唐 津 陶 器 、瓦 、土 師器 坏 （糸 切 り）

SK 22 8

S K 22 9

リL
楕 円形 土

－し

Ⅰ－36 近 世二南 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。長 軸 0 ・8 m 以 上 、短 軸0 ．6 m 、 瓦

青 磁 碗 、 陶 器 、 瓦 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

坑

楕 円形 土

土青

E ．F －3 7

・38

近 世

深 さ0 ．2 m 。

東 側 、 北 側 撹 乱 を受 け る 。 残 存 部 で 長 軸 1 ・9 m 、 短

こケ巳
S K 23 0

リL
楕 円 形 土

坑

F－36 ・3 7 近 世
軸 1．5 m 、 抹 さ0 ・8 m 。 SD 193 、 SK 2 30 を切 る 。

北 側 撹 乱 を受 け る 。 長 軸 0 ．9 m 残 存 、 短 軸 1・O m 、 深

さ0 ．3 m 。 SK 2 29 に 切 られ る。 S D 19 3 を 切 る 。

瓦 、 土 錘

－69－



遺 構 番 号 種 類 位 置 時 期 遺　 構　 の　 概　 要 出　 土　 遺　 物

、　　と1－．　　　　　　　　ヽ　　－L．
SK 2 3 1 楕 円形 土

坑

F－34 近 代 長 軸 1 ．3 m 、 短 軸 0 ・8 m 、 深 さ0 ．6 m 。 SD 1 93 を切 る 。 国 産 陶 磁 器 、 青 磁 碗 、 白磁 碗 、瓦

一　口SK 2 32 楕 円形 土

坑

H ・Ⅰ－35

．36

近 代 南 側 撹 乱 を受 け る。 長 軸 1 ．6 m 残 存 、 短 軸 1 ．3 m 、 深

さ0 ．7 m 。 S K 224 に切 られ る 。

龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ ・Ⅲ 、 国 産 陶磁 器 、瓦

S D 2 33 東 西 溝 G －3 4 ．3 5 近 世 東 側 撹 乱 を受 け る。 長 さ3 ．9 m 確 認 。 幅 0 ．7 ～0 ．8 m 、

深 さ0 ・1 、0 ．2 m 。

瓦 、 瓦 器 椀 、土 師器 坏 （糸切 り）

S K 2 34 楕 円形 士

坑

E ・F －3 2 近 世 東 側 撹 乱 を受 け る。 長 軸 1．6 m 、短 軸 0 ．4 m 残 存 、 深 青 磁 石宛、 同女 青 磁 碗 、青 磁 皿 、 肥 剛 染 付 、 陶 器 、唐 津

さ0 ・2 m 。 S D 22 1 を 切 る 。 陶 器 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

／－ト　　　　　　　 ー1，　　　　　　　　　 だⅠ．　　　　　　　　　 と1．．
S E 23 5 円 形 井 戸 Ⅰ－33 ・34 12 C

後 半

南 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。 配 水 管 の た め 途 中 まで しか 龍 泉 青 磁 碗 I 、 同 女 青磁 椀 、 白 磁 椀 、 白磁 碗 Ⅳ 、土 師

調 査 で き な か っ た。 堀 方 径 3 ・3 m 。 器 皿 （糸 切 り）

ロー　　′」1
S K 23 6 楕 円 形 ？ H ．ト3 1 近 ．牡 南 側 、 西 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。 長 軸 2 ．3 m 以 上 、短 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 陶 器 甕 、 瓦 質 擂 鉢 、 瓦 器 椀 、瓦 、土 師

土 土工 ．3 2 軸 1 8 m 以 上　 深 さ0 ．8 m 。 器 杯 ．皿 （糸 切 り）

S K 23 7
九

楕 円 形 土

土－L

H 一39
ヽ

長 軸 0 ．7 m 残 存 、 短 軸 0 ・7 m 、 深 さ0 ・2 m 。 S K 2 08 、 S

K 2 10 に 切 られ る　 SK 2 06　 SK 2 09 よ り古 。

S K 23 8
ノL
円 形 ？土

坑

E －3 7
。　　　　　　　　　　　　ヽ

径 0 ・8 m 、 深 さ0 ．2 m 。 SK 2 1 7 に 切 ら れ る 。 SK 2 16 を

切 る 。
ム　　　　　　　　　　 言　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 立

SE 2 39 円 形 桶 組 F ．G －8 12 C

後 半

長 軸 2 ・9 m 、 短 軸 2 ・2 m 以 上 の 楕 円 形 の 堀 方 に 径 0 ．6 井 筒　 土 鍋 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）　 堀 方　 龍 泉 青

、　戸Ⅰ．　　　　　　　　　　　　　　　 ′－1・　　　　　　　　　 ′－1・　　　　　　　　　 ′－－1・井 戸 ・9 ㎡ の 木 桶 を据 え る。 S E lO 9 、 SE 2 60 を切 る 。S D 74 、 S 磁 碗 Ⅰ、 岡 安 青 磁 碗 、越 州 青 磁 碗 、 白磁 椀 、 白 磁 碗 Ⅳ

K 7 8 よ り古 。S E 26 3 よ り新 。 ．Ⅵ ．Ⅷ 、 白磁 皿 、 白磁 平 底 皿 Ⅶ 、 陶器 、 中 国 陶 器 A

群 盤 、 瓦 器 椀 、須 恵 器 甕 、鋳 型 、取 瓶 、 羽 口 、 炉 壁 、

土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）
。　　　　　　　　　　　　　　／

SK 2 40 円 形 土 坑 E －8 ・9 12 C

後 半

径 0 ．9 m 、深 さ0 ．7 m 。 陶 器 、 瓦 器 椀 、取 瓶 、 土 師 器坏 ．皿 （糸 切 り）、 土 錘

S K 2 4 1 不 整 形 土

坑

E －9 12 C 長 軸 0 ．9 m 、 短 軸0 ．8 m 、深 さ0 ．3 m 。 白磁 椀 、 瓦 器 椀 、土 師 器 坏 （糸 切 り）

口　　　　　　　　　　　。S K 242 円 形 土 坑 E －9 －・10 1 2 C

後 半

径 0 ・8 m 、 深 さ0 ．3 m 。 S K 24 3 を切 る 。 青 磁 碗 、 白磁 腕 、 陶 器 、 瓦 器 椀

　ヽ　とL．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．－．一一．　　　　　　　　　　　ロロS K 24 3 円 形 土 坑 E －9 12 C

後 半

径 1 ．0 m 、 深 さ0 ．4 m 。 S K 24 2 に 切 られ る。 青 磁 碗 、 岡 安 青 磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ、 青 白磁 合ナ 身 、陶 石古、

須 恵 器 甕 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）、 土 錘

′－ト，　　 ・　とL．　三重三一、　　　　　　　　　　　 言　　　　　　　　　　 ／S K 244 円 形 ？土

坑

D －10 ・11 12 C

後半

径 0 ・2 m 、深 さ0 ．4 m 。北 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。 SK 2 4

5 を切 る 。

青 磁 碗 、 同 女 青 磁 腕 、 日磁 皿 、土 師 器 坏 ．皿 （糸切 り）

・　kL・　　　　　　　、　とし．　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　∠）　　　　　　　　　　　　　言S K 24 5 円 形 ？土 D －1 1 12 C

後 半

径 1．3 m 、深 さ0 ・2 m 。北 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。 SK 2 4 同安 青 磁 碗 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅵ 、陶 器 、土 鍋 、 土 師 器

坑 4 に 切 られ る。 SK 2 47 を切 る。 坏 ・皿 （糸 切 り）

、　＿1－，　　　　　　、　ン■－．　　　　　　 、　kl一・　　　　　　　　　　　日
S K 24 6 円 形 土 坑 D ・E －1 1 12 C

後 半

径 0 ．8 m 、 深 さ0 ．2 m 。 SK 2 4 7、 S K 25 0 を切 る 。S E O 3 、龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 岡 安 青 磁 碗 、 白磁 椀 、 白磁 碗 Ⅷ 、 陶 器 、

S D 50　 SK 2 5 1　 SK 2 52　 SK 2 53 よ り古 。 土 鍋 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）、 土 錘

SK 24 7 不 整 形 土

坑

D －1 0 ・1 1 12 C

後 半

　ヽ　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　ヽ
長 軸 1 ．4 m 、 短 軸 0 ．8 m 残 存 、 深 さ0 ．4 m 。 SK 2 44 、 S

K 2 45 、 SK 2 46 に 切 られ る。 S E 03 、 SD 5 0 、 S K 25 1 、 S K

2 52　 SK 2 53 よ り古 。

同 安 青 磁 碗 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

24 8 欠 番
ヽ

24 9 欠 番

SK 2 50 不 整 円形

土 坑

D ．E －11 12 C 径 0 ．9 m 、 深 さ0 ．3 m 。 S K 24 6 に 切 られ る。 SE O 3 、 SD

50 、 SK 2 5 1、 SK 2 52 、 SK 2 53 よ り古 。

白磁 碗 Ⅳ、 陶 器

・　一一．　　　　　　 太 、　　 一台・市　　　　　　　　　　 、　月』・
S K 2 5 1 楕 円形 土 E ・F －10 1 2 C 長 軸 1 ．6 m 、 短 軸 1．0 m 、 深 さ0 ・8 m 。 S D 50 に 切 ら れ 青 磁 碗 、 同安 青 磁 碗 、 越 州 日磁 、 同 麗 青 磁 、 白磁 碗 、

坑 ・1 1 後 半 る。 S K 25 2 、 S K 2 53 を切 る 。 SE 0 3 よ り古 。 S K 24 6 、 S 白磁 碗 Ⅳ 、 白磁 皿 、 中 国 陶 器 A 群 盤 、 陶 器 、瓦 器 椀 、

K 24 7 、 S K 25 0 よ り新 。 土 師 器 坏 （ヘ ラ 切 り ・糸 切 り） ．皿 （糸 切 り）、 土 鍵

田　　　　　　　　　　　　　　1
S K 2 5 2 円 形 土 坑 E －10 ．11 12 C

後 半

径 0 ．7 m 、 深 さ0 ．4 m 。 S K 2 5 1 に切 られ る 。 SK 2 5 3 を

切 る 。 SE 0 3 、 S D 50 よ り古 。 S K 24 6 、 S K 24 7 、 S K 25 0

よ り新 。

瓦 器 皿 、土 鍋 、 鋳 型 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

・　ン■，・　　　　　　、　ン■・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∠0S K 25 3 楕 円 形 土 E －10 ・11 12 C 長 軸 1．1 m 残 存 、 短 軸 0 ・9 m 、 深 さ0 ．4 m 。 SK 2 5 1、 S 龍 泉 青 磁 碗 Ⅰ、 同 安 青 磁椀 、 白磁 碗 、 白磁 水 圧 、 土 鍋 、

坑 後 半 K 25 2 に切 ら れ る。S E O3 、SD 5 0 よ り古 。S K 24 6 、S K 24 7 、

S K 2 50 よ り新 。

鋳 型 、 取 瓶 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）、 土 錘

、　r1－，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 言　　　　　　　　　　　　 ∠S K 25 4 楕 円 形 土 F －10 12 C 長 軸 1．3 m 、 短 軸 0 ．9 m 、 深 さ0 ・7 m 。 S D 50 に切 られ 青 磁 碗 、 白 磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ ．Ⅵ 、 中 国 陶 器 A 群 盤 、 須

坑 後 半 る 。S K 25 5 を切 る 。S E 03 よ り古 。 恵器 甕 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （ヘ ラ切 り ．糸 切 り）

．＝量＝・　　 日　　　　　　　　　 田　　　　　　 ロS K 25 5 楕 円 形 土 F ．G －10 12 C

前 半

長 軸 1 ．3 m 、 短 軸 1 ・0 m 、 深 さ0 ・5 m 。 S K 2 54 に切 ら 白磁 碗 、 中 国 陶 器 A 群 盤 ．C 群 雲互・控 鉢 、 陶 器 、 瓦 器

土工 れ る　 S E O3　 S D 5 0 よ り古 。 椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

SK 2 56
JL
楕 円 形 土

土工

F－10 ．1 1 12 C

前 半

。　　　　　　　　　　ヽ
長 軸0 ．9 m 、 短 軸 0 ．7 m 、 深 さ0 ．4 m 。 SD 5 0 に 切 られ

る　 S K 25 7 を 切 る 。 SE 0 3 よ り古 。 SK 2 65 よ り新 。

白磁 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸切 り）

SK 2 57
几
不 整 円形 F ・G －10 12 C

前 半

。
長 軸 1 ．3 m 、 短 軸 1・1 m 、 深 さ0 ．4 m 。 SK 2 56 に 切 ら

白 磁 、 須 恵 器 甕 、 瓦 器椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

ロ　　　　　　 日　　　　　　　　　 日
土 坑 ・1 1 れ る 。 SK 2 65 を 切 る 。 SE O 3 、 SD 50 よ り古 。

SK 2 58 楕 円形 土

坑

G ・H －12 12 C 東 側発 掘 区外 に伸 び る 。 長 軸 1．0 m 、 短 軸0 ・5 m 以 上 、 青 磁 、 白磁 碗 Ⅳ 、 白 磁 皿 、 中 国 陶 器 C 群 捏 鉢 、 陶 器 、

後 半 深 さ0 ．5 m 。 S D 74 に切 られ る。 S K 25 9 を切 る 。 瓦 器 椀

SK 2 59 円 形 土 坑 G 一12 1 2 C 径 1 ．2 m 、深 さ0 ．7 m 。東 側 発 掘 区 外 に伸 び る 。S K 2 5 8 青 磁 碗 、 同女 青 磁 碗 、 越 州 日磁 碗 、 白磁 碗 、 白磁 碗 Ⅳ

後 半 に切 られ る。 S D 7 4 よ り古 。 ．Ⅵ 、 中 国 陶 器 A 群 盤 ．C 群 提 鉢 、 陶 器 、 瓦器 椀 、 土

師 器 坏 ．皿 （糸 切 り）

、　　た1－．　　　　　　　　ヽ　　とL．SE 2 60 円 形 桶 組 F ・G 一9 12 C 径 0 ．6 m の 木 桶 を 井 筒 とす る 。 SE lO 7 、 S E 2 39 に切 ら 堀 方　 同 安 青 磁 碗 、 同安 青 磁 皿 Ⅰ、 白磁 碗 、 白 磁 碗 Ⅳ、

井 戸 後 半 れ る。 S E2 6 3 を切 る。 S D 74 、 S K 7 8 よ り古 。 須 恵 器 甕 、 土 鍋 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 ・皿 （糸 切 り）

井 筒　 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

S K 26 1 円 形 土 坑 G －10 ・11 12 C

前 半

径 0 ．6 m 、 深 さ0 ・2 m 。 S D 74 、 S E 10 8 に切 られ る 。

SE 10 7 よ り古

白磁 碗 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

S K 26 2 楕 円 形 ？

土 土工

G ．H －1 1 12 C

後 半

。
長 軸 0 ・8 m 残 存 、 短 軸 1 ．0 m 、深 さ0 ．4 m 。 SD 7 4 、SE 10

8 に 切 られ る　 SE 10 7 よ り古 。

青 磁，碗 、 青 白磁

S E 26 3
九

円 形 桶 組

井 戸

G －9 ．10 12 C
。

径 0 ．7 m の 木 桶 を井 筒 とす る。 S E lO 7 、 SE 2 6 0 に 切 ら

れ る 。S D 74 、 SK 7 8 、 S E 23 9 よ り古 。

井 筒　 陶 器　 堀 方　 陶器

S K 26 4 4土 王者 D －1 1 ．12 12 C 径 1 0 m　 深 さ0 3 m　 ヒ日l発　 メ　 に　 び る ° ・器 鞄、 土　　 日士、 糸 切 り

SK 26 5
／　　 几

楕 円 形 土

坑

F ．G －10 12 C

前 半

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　。
長 軸 0 ．7 m 、 短 軸 0 ・4 m 残 存 、 深 さ0 ．2 m 。 S K 25 7 に

切 られ る 。 SE O 3 、 S D 50 、 SK 2 56 よ り古 。
ロ　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　／

SK 2 66 楕 円 形 ？

土工

E ・F－46 12 C

後 半

東側 、 西 側 撹 乱 を受 け る。 長 軸 1．1 m 残 存 、短 軸 1 ・2

深 さ0 3

青 磁 碗 、 白磁 椀 、 陶 器 、 瓦 器 椀 、 土 師 器 坏 （糸 切 り）

SK 2 67
土 JL

楕 円 形 土 D －4 5 ．46
後 ・

近 世

m 、 1本　　 ．　m 。
長 軸 1・O m 、 短 軸 0．9 m 、 深 さ0 ・5 m 。 S K 184 、 SK 185 、

陶 器 、 須 恵 器 甕 、 土 師 質 深 鉢 、 瓦 、 丸 瓦 、土 師 器 皿

坑 SK 18 6 を切 る 。 （糸 切 り）
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Ⅳ　福岡市箱崎遺跡群10次調査地点出土の動物遺体

鹿児島大学獣医学科解剖学教室

西中川駿・吉野文彦

1．はじめに

わが国のウマやウシがいつ頃渡来したかは明確な結論は出ていないが、おそらく弥生中期以降であ

ろうとされている。また、ウマやウシが最も多く出土する時期は中世で、次いで古墳時代であり、九

州でも筆者らの調査でウマ73、ウシ53箇所からの出土をみる。福岡県内では近年、石田、高野、博多

33次、博多37次、立花寺B、上唐原稲本屋敷遺跡など数多くの遺跡から出土例が報告され、また、埋

葬例も検出されている。

箱崎遺跡群10次調査地点は、福岡市東区箱崎3丁目にあり、箱崎阿恵線道路整備事業のため、福岡

市教育委員会埋蔵文化財課が平成8年11月から平成9年3月まで発掘調査を行ったものである。時期

はSK190が12世紀から13世紀、SX200は12世紀の前半のものと推定されている。今回調査を依頼され

た動物遺体は大半はウマのものであり、出土状況を確認した後、当教室に搬入されたものである。計

測可能な骨や歯について測定を行い、年齢や体高の推定を試みたので、その概要を報告する。

2．出土状況

ウマの遺体の出土したSK190は、土坑に1頭が埋葬されており、発掘時の写真によると、左側を

下にして、頚部を腹方に曲げて、頭を胸につけるようにした形で、前、後肢をそろえて埋葬されてい

る。これらの状態から死後埋葬されたことがうかがえる（図版Ⅰ－1）。SX200は頭蓋のない2個体

で、写真からみると、一応肢骨はつながっているが、位置がばらばらで、丁寧に埋葬したものではな

／く、投棄されたものか、また、肋骨など胴骨の位置と四肢骨の位置が少し離れていることから、流水

により流された可能性も考えられる。また、このSX200にはウシが数点含まれている。ウシはこの

他にSK86から1点、撹乱から1点が出土している。また、イヌ（SElO7）、シカ（SX200）、クジラ

（SD50）、イルカ（SK136）、カメ（スッポン）（SX200）、マグロ（SK136）などが検出されている。

SK190の重量は1600．7g、SX200からは4721．2g、その他からは413・6g、総重量6735・5gである。

3・出土遺体の概要

1）SK190出土の1号ウマ（図版Ⅰの1～20参照）

1号ウマは、前述のように左側を下にして横臥した状態で埋葬され、脊柱骨は頸椎のみで他の椎骨

はみられないが、頚部を曲げた状態であり、頭蓋骨片や遊離した左右の上顎臼歯（P2～M3）、右の下

顎臼歯（P3～M。）も検出されている。左下顎骨は臼歯（P2～M。）をもつ下顎体からなり、切歯部や

筋突起などは欠如している。これら臼歯から筆者の方法で年齢を推定すると198．16±24．93月齢とな

り、16．5才と推定される。

前肢骨は表1に示すように肩甲骨、上腕骨、模骨、中手骨、指骨などが、後肢骨は寛骨、大腿骨、

脛骨、足根骨、中足骨、址骨などが検出されているが、いずれも完形骨はない。これらの骨の計測可

能な部位から筆者らの方法で骨長を推定し、林田らの方法で体高を推定すると、114．76±4．16となり、

この推定値は現生のトカラ馬（115cm）とほぼ同じ高さで、小型馬に属する。
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2）SX200出土の2号、3号ウマ（図版Ⅱの1～19参照）

2号、3号ウマは骨の大きさにより区別したが、2号が小さく、3号が大きい。両者共頭蓋はなく、

表1に示すように頸椎、胸椎、肋骨など少ないが検出されている。前後肢骨は2号ウマは左右がそろっ

ているが、3号ウマは多くの骨で右側が出土していない。しかし、四肢骨はほぼ完全な形で出土して

おり、模骨、中手骨、基節骨、中節骨、脛骨、踵骨、距骨、中足骨、址骨などの計測値を用いて、体

高を推定すると、2号ウマは117・64±2．65cmで、1号ウマより少し大きく、3号ウマは125．13±3．72

cmと2号ウマよりさらに大きく、御崎馬（130cm）より小さいが中型馬に属する。なお、2号、3号

ウマ共に歯の出土がないので年齢の推定はできないが、長骨の骨端線の閉鎖などから成獣であること

がわかる。

3）ウシ（図版Ⅱの20～23参照）

SX200から右側の尺側手根骨と第四手根骨、中節骨（右、址）、右側の下顎骨（M。を含む）が検出

され、また、SK86からは左側中手骨が出土している。下顎骨の第三後臼歯から年齢を推定すると11

才であり、また、歯冠長（36・8mm）から筆者らの方法で体高を推定すると122cmとなり、これは雄

のものと推定される。中手骨中央幅や径（30．9×21・4mm）から体高を求めると117．86cmであり、こ

れは雌のものと推測される。

4）イヌ（図版Ⅱの25、26参照）

イヌはSE107から左右の上顎骨、下顎骨が出土しており、不完全な骨のために計測値を示すこと

はできないが、現生の柴イヌとほぼ同じ大きさの小型犬である。

5）その他の動物遺体（図版Ⅱの24、27～29参照）

シカ（SX200）の右上腕骨、クジラ（SD50）の椎骨、イルカ（SK136）の椎骨、カメ（スッポン）

（SX200）の腹甲、マグロ（SK136）の椎骨などが検出されている。

4．考　　察

中世の遺跡からのウマ、ウシの出土例は、全国各地から報告され、特に神奈川県の千葉地東遺跡や

蔵屋敷遺跡では大量に出土している。九州では北九州および熊本県を中心にその出土例が数多く報告

され、福岡市でも近年博多33次、37次や立花寺B遺跡などからウマの遺体が検出されている。立花寺

B遺跡からは2体が重なるようにして出土しており、明らかな埋葬例であった。本遺跡の1号ウマは、

頸部を曲げて頭を胸につけるような形で埋葬されており、土坑が狭いためにこのように折り曲げた形

で埋葬されたのであろう。2、3号ウマは、四肢骨の出土地点と肋骨などの出土地点が少し離れてい

ることから流水により移動し、集積したかのようになっている（図版Ⅱの1）。これらのウマは投棄

されたのか、埋葬されたのかよくわからない。しかし、刀痕などみられないことから食料としたもの

ではないと思われる。

一般に中世のウマは体高128cm位であるが、本遺跡のものは1号ウマが114．7cm、2号が117・6cm、

3号が125．13cmと低く、1号ウマは16．5才と老齢である。1、2号ウマのような小型馬は中世の遺

跡でもしばしばみられるが、博多37次では128．26±1．98cm、立花寺B130cm、北九州市の高野遺跡の

ものは128・5cmと推定されており、いずれも現生の御崎馬とほぼ同じ体高を有している。

これらのウマの祖先が、いつ頃、どこから渡来してきたかは明確でないが、民族の移動により持ち

工L jLわ）ネ■レニ髪．3　L有　　ノゝ／デ、1．一一C乙　－14ら訓告え．碁石＿一、－7．1ノ）乙女亘㌻「寺旨の一一ト丘普永01た土面豊田のi愚生、士し）ヶ－さ
ノCC。・4）レ／～　」　ノTン／し，■ノノ1レヽ　，7　Vノ　し一＼－．．ノ　ヽノ1只リノⅥ二．（LIJ　一ノ　＼．ヽ『．′もノ，田1」一IlJ Y／ノ＼171人とipノJ’Y／J′」、一一一一一一Ⅰ一l　′VJ′ゾ　呵メ．U L」1’－　ヽ．

れ、この時期に朝鮮半島経由で北部九州に入ったとされている。

一万、本遺跡からのウシの出土は極めて少なく、下顎骨、中手骨などであり、出土地点が異なるの
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で少なくとも3個体のものと推定される。体高117・8cm（雌）、122・0cm（雄）のものとがあり、現生

の口之島野生化牛とほぼ同じ大きさである。イヌは中世の遺跡からウシ、ウマと共によく出土する動

物で、縄文時代の小型犬から中世には中型犬が移入して来るといわれている。本遺跡のイヌは小型犬

であり、体高40cm以下であると推定されるO

その他の動物であるシカ、クジラ、イルカ類がみられ、また、魚類も少量検出されているが、これ

らは食料とされたのであろう。

箱崎遺跡を遺した人々は、小型、中型のウマやウシを飼育し、交通、運搬、農耕用として使役して

いたのであろう。他の遺物は食料として利用していたのであろう。

5．まとめ

福岡市箱崎遺跡群10次調査地点出土の動物遺体について調査した。

1．出土した動物遺体はウマが大半であるが、少量のウシ、イヌ、シカ、クジラ、カメ（スッポン）、

マグロなどで、総重量6735．5gである。

2・、ウマはSK190から埋葬例で1個体（1号）、SX200から投棄されたような2個体（2、3号）が

検出され、1号ウマは体高114．7cm、年齢16．5才、2号は117．6cm、3号は125・1cmと推定され

たが、頭蓋や歯の出土がないために年齢不詳である。いずれも小～中型馬である。

3・ウシは、SX200などからわずか4点の出土であるが、下顎第三後臼歯や中手骨の計測値から11

才、体高117．8cmと推定された。イヌは小型犬に属する。

表1　箱崎遺跡群10次調査地点のウマの出土骨片数

ヽ 二 名 頭　 蓋 胴　 骨 前　 肢　 骨 後　 肢　 骨 出　 土

骨片敢

頭　　 下

頚　 肋　 腰　 仙　 尾　 肋　 胸
肩　　 上　　　　　　　 手　 中 大　　 纏　　　　　　　 足　　 中

萱　　 萌 甲　 腕　 輯　 尺　 蠣　 手　 指 貰　 腿　 菱　 腔　 排　 順　 足　 址
トレンチ　 ＼ヽ－ 骨　 骨　 歯 稚　 椎　 椎　 骨　 椎　 骨　 骨 骨　 骨　 骨　 骨　 骨　 骨　 骨 骨　 奇　 骨　 骨　 骨　 骨　 骨　 骨

SK 190

1号馬

し 5　　　 2　　　 7

4

1　　 2　　　 2　　　　　　 4　　 1 1　 ．1　　　　　 2　　　　　　 4　　 1　　 3

78
R 5　　 5　　 9 1　 1　 1　　　　　 2　　 1　　 3 1　　　　　 1　　　　　 3　　 1　　 3

SX 200

2号罵

し 12

2　　 12　　 2　　　　　 1

1　 1　　 2　　 2　　 7　　 7　　 5 3　　 2　　　　　　 3　　　　　　 9　　 1　　 4

124

202

3号馬 R 17 1　 1　 1　 1　　 4　　 4　　 3 1　 1　 1　　 2　　　　　　 5　　 3　　 3
骨　 格　 別 34 50 59 59
出土骨片敦 （16．8瑚 （24・8瑚 （29・2瑚 （29．2％）

し：左側．R ：右側　　　 歯：遭離 した歯のみ
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図版Ⅰ
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1：ウマ遺体出土状況（SK190
1号ウマ）下方に脊柱がある。
2～20：1号ウマ（SK190）
L：左側　R：右側
2・後頭骨　3．上顎第二臼歯～第三
臼歯（R、左から）　4・上顎第二臼歯
～第三臼歯（L、右から）　5．下顎骨
（L）　6．肩甲骨（L）　7．8・上腕
骨（R、L）　9・10・模骨（R、L）
11．12．中手骨（R、L）13・大腿骨
（R）14．15．脛骨（L、R）16．距
骨（R）17・18．中足骨（L、R）19．
基節骨（址、L）20．中節骨（址、L）



図版Ⅱ

－75－

1：ウマ遺体出土状況（SX200、3
号ウマ）　右上方に肋骨などがある。

2～19：ウマ（SX200）20：ウシ

（撹乱）21：ウシ（SK86）22、23
：ウシ（SX200）24：シカ（SX200）
25、26：イヌ（SElO7）27：カメ（ス
ッポン）（SX200）28、29：イルカ、
マグロ（SK136）
2．肩甲骨（R）　3・上腕骨（L）4．前
腕骨（R）　5・中手骨（R）　6、7・基節
骨（指、L、R）8．中節骨（R）9．寛
骨（R）10・大腿骨（R）11．脛骨（L）
12・13・踵骨（R）14．距骨（L）15・膝
蓋骨（R）16・中足骨（R）17．基節骨
（址、R）18・中節骨（址、R）19・蹄骨
（址、L）20・下顎（第三後臼歯、L）21・
中手骨（L）22．手根骨（R、尺側、第四）
23・第四址中節骨（R）24．上腕骨（R）
25・頭蓋骨（L、R）26．下顎骨（L、R）
27・腹甲　28．29・椎骨
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